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第
5
章

国
連

「
食
料
へ
の
権
利
」

論
と
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
の
可
能
性

1 

は
じ
め
に

1
9
9
5
年
に

W
T
O体
制
が
発
足
し
て
以
来
、
農
業
・
食
料
を
め
ぐ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
パ
ナ
ン
ス
は
新
自
由
主

義
的
な
自
由
貿
易
レ
ジ
ー
ム
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
食
料
輸
入
国
は
も
ち

ろ
ん
、
先
進
輸
出
国
に
お
い
て
も
農
業
構
造
の
再
編
と
家
族
農
業
の
淘
汰
が
急
速
に
進
み
、
農
業
経
済
・
農
村
社
会
の

持
続
的
発
展
と
は
ほ
ど
遠
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
次
第
に
露
呈
し
て
き
た
。
途
上
国
農
業
開
発
に
お
い
て
も
、
世
界
銀

行
・

I
M
F
に
よ
る
経
済
構
造
調
整
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
功
罪
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
発

生
し
た
2
0
0
7
1
侃
年
の
「
世
界
食
料
危
機
」
状
況
と
中
長
期
的
な
食
料
需
給
ひ
っ
迫
見
通
し
を
受
け
て
、
国
際
社

会
は
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
の
場
で
危
機
対
応
を
迫
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、

W
T
O
を
中
心
と
す
る
自
由
貿
易
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レ
ジ
ー
ム
の
立
直
し
を
図
る
動
き
と
、
国
連
人
権
理
事
会
「
食
料
へ
の
権
利
」
論
に
象
徴
さ
れ
る
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム

の
構
築
を
模
索
す
る
動
き
と
の
せ
め
ぎ
合
い
が
み
ら
れ
る
。

2
0
0
9
年
日
月
の
「
世
界
食
料
安
全
保
障
サ
ミ
ッ
ト
宣

言
」
で
は
「
進
歩
は
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
全
体
と
し
て
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
及
び
世
界
食
料
サ

ミ
ッ
ト
の
誓
約
の
達
成
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
反
転
さ
せ
、
そ
し
て
各
国
の
食
料
安
全

保
障
に
照
ら
し
、
適
切
な
食
料
へ
の
権
利
の
漸
進
的
実
現
の
達
成
へ
の
道
を
切
り
開
く
た
め
に
、
共
同
で
歩
み
を
加
速

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
誼
わ
れ
た
が
、
そ
の
一
方
で

W
T
O
現
行
ル

l
ル
に
固
執
す
る
姿
勢
も
捨
て
て
い
な

い
。
「
食
料
へ
の
権
利
」
と
は
、
す
べ
て
の
人
が
物
理
的
・
経
済
的
に
い
つ
で
も
適
切
な
食
料
あ
る
い
は
そ
の
入
手
手

段
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
政
府
は
こ
の
権
利
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
政
策
を
立
て
、
ま
た
事
業
を
行
な
っ

て
、
人
び
と
が
十
分
な
食
料
を
育
て
る
、
も
し
く
は
買
え
る
よ
う
に
保
障
す
る
義
務
を
負
う
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

そ
れ
は
ビ
ア
・
カ
ン
ペ
シ

l
ナ
に
代
表
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
小
農
・
市
民
社
会
組
織
が
主
張
す
る
「
食
料
主
権
」
と

も
相
補
的
で
あ
る
。
日
本
国
内
で
は

W
T
O
農
業
交
渉
や
日
豪
・
日
米
等
の

F
T
A
-
E
P
A
の
行
く
末
が
案
じ
ら
れ
、

そ
う
し
た
文
脈
で
国
内
農
業
保
護
の
是
非
が
論
じ
ら
れ
る
向
き
も
あ
る
が
、
そ
れ
が
一
部
の
農
産
物
輸
出
大
国
と
多
国

籍
企
業
に
主
導
さ
れ
た

W
T
O
体
制
下
で
の
農
業
保
護
削
削
減
・
貿
易
自
由
化
路
線
を
所
与
と
す
る
一
面
的
な
政
策
論
で

あ
る
こ
と
が
、
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
と
の
対
比
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
だ
ろ
う
。
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国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
の
発
展

1
9
4
8
年
ロ
月
刊
日
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
そ
の
第
1
条
で
「
す
べ
て
の
人
間
は
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
っ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
。
人
間
は
、
理
性
と
良
心
と
を

授
け
ら
れ
て
お
り
、
互
い
に
同
胞
の
精
神
を
も
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
。
そ
し
て
、
第
2
条
で
は
、

「
す
べ
て
の
人
は
、
人
種
、
皮
膚
の
色
、
性
、
言
語
、
宗
教
、
政
治
上
そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的
も
し
く
は
社
会
的
出

身
、
財
産
、
門
地
そ
の
他
の
地
位
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
い
か
な
る
事
由
に
よ
る
差
別
を
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
こ
の

宣
言
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
権
利
と
自
由
と
を
享
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
謡
っ
て
い
る
。
戦
争
と
差
別
と
貧
困
が
続

く
現
実
社
会
を
跳
め
た
と
き
、
こ
の
宣
言
の
理
想
の
高
さ
ゆ
え
、
そ
れ
が
絵
空
事
の
よ
う
に
さ
え
開
こ
え
る
と
い
う
の

も
寂
し
い
。
な
る
ほ
ど
、
世
界
人
権
宣
言
は
総
会
決
議
で
あ
り
勧
告
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
は
条
約
の
よ
う
な
法
的
拘

束
力
を
も
た
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、
宣
言
内
容
を
条
約
化
し
た
「
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る

国
際
規
約
(
社
会
権
規
約
)
」

(
1
9
6
6
年
採
択
、
%
年
発
効
、

2
0
1
0
年
8
月
現
在
で

1
6
0
か
国
が
批
准
)
と
、

「
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
(
自
由
権
規
約
)
」

(
1
9
6
6
年
採
択
、
%
年
発
効
、
向
上

1
6
6

か
国
が
批
准
)
を
は
じ
め
、
「
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
条
約
」

(
1
9
7
9
年
採
択
、

出
年
発
効
、
向
上

1
8
6
か
国
が
批
准
)
、
「
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」

(
1
9
8
9
年
採
択
、

mw
年
発
効
、
向

上
1
9
3
か
国
が
批
准
)
な
ど
の
主
要
人
権
条
約
の
基
礎
と
さ
れ
、
国
連
機
関
の
活
動
方
針
や
加
盟
国
・
地
域
の
法
制
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度
に
も
反
映
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
現
在
で
は
条
約
と
並
ぶ
重
要
な
法
源
で
あ
る
慣
習
国
際
法
と
し
て
成
熟
し
た
と

す
る
国
際
法
理
論
上
の
見
解
も
広
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
連
加
盟
国
に
「
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
普
遍
的
な
尊
重

及
び
遵
守
」
の
促
進
を
義
務
づ
け
た
「
国
際
連
合
憲
章
」
の
存
在
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

1
9
9
3
年
の
世
界
人
権

会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
ウ
ィ
ー
ン
宣
言
及
び
行
動
計
画
」
は
次
の
よ
う
に
誠
っ
て
い
る
。

宣
言
・
第
1
段
落
世
界
人
権
会
議
は
、
国
際
連
合
憲
章
、
そ
の
他
人
権
に
関
わ
る
文
書
及
び
国
際
法
に
従
っ
て
、

す
べ
て
の
者
の
た
め
の
す
べ
て
の
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
普
遍
的
尊
重
、
遵
守
、
及
び
保
護
を
促
進
す
る
義

務
を
履
行
す
べ
き
す
べ
て
の
国
の
厳
粛
な
責
務
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
。
こ
れ
ら
の
権
利
及
ぴ
自
由
が
普
遍

的
な
性
格
を
有
す
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
こ
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
人
権
分
野
に
お
け
る
国
際
協
力

の
強
化
が
、
国
際
連
合
の
自
的
を
完
全
に
達
成
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
人
権
及
ぴ
基
本
的
自
由
は
、
す

べ
て
の
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
有
す
る
権
利
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
伸
長
及
ぴ
保
護
は
、
政
府
の
第
一
義
的
義

務
で
あ
る
。

164 

こ
う
し
た
国
際
法
体
系
を
本
章
で
は
「
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
用
い
る
レ
ジ
ー
ム
と
は
、

特
定
の
問
題
領
域
に
お
い
て
国
家
お
よ
び
非
国
家
的
主
体
の
行
動
を
制
約
す
る
原
則
・
規
範
・
ル
ー
ル
・
意
思
決
定
手

続
き
等
の
体
系
を
指
す
国
際
政
治
経
済
学
の
概
念
で
あ
る
。
「
ウ
ィ
ー
ン
宣
言
及
び
行
動
計
画
」
で
確
認
さ
れ
た
よ
う

に
、
人
権
保
護
義
務
は
本
来
、
よ
り
普
遍
的
な
適
用
性
(
国
際
法
上
の
優
先
的
考
慮
)
を
有
す
る
が
、
一
方
で
気
候
変

動
条
約
や
生
物
多
様
性
条
約
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
レ
ジ
ー
ム
と
部
分
的
に
重
複
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
覇
権
的
国
家

が
主
導
す
る
安
全
保
障
レ
ジ
ー
ム
や
多
国
籍
企
業
の
利
害
を
反
映
す
る
自
由
貿
易
レ
ジ
ー
ム
と
組
離
を
き
た
し
な
が
ら

併
存
し
、
往
々
に
し
て
副
次
的
な
扱
い
を
受
け
て
き
た
。
国
際
人
権
法
の
体
系
化
と
そ
の
実
現
を
め
ざ
す
具
体
的
制
度

化
の
流
れ
を
国
際
レ
ジ
ー
ム
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

1
9
4
8
年
の
「
世
界
人
権
宣
言
」
や
、

1
9
9
3
年
の
「
ウ
ィ
ー
ン
宣
言
」
で
「
す
べ
て
の
人
権
」
と
誕
わ
れ
、

後
者
で
は
「
す
べ
て
の
人
権
は
、
普
遍
的
、
不
可
分
、
栢
互
に
依
存
し
、
関
連
し
て
い
る
」
(
第
5
節
)
こ
と
が
強
調

さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は

2
つ
の
国
際
規
約
に
分
け
ら
れ
た
よ
う
に
、
長
い
間
、
自
由
権
的
権
利
は
悶
家
権
力
の
行

使
の
抑
制
を
求
め
る
権
利
で
あ
る
た
め
即
時
に
執
行
可
能
で
あ
り
、
司
法
判
断
適
性
を
有
す
る
の
に
対
し
て
、
社
会
権

的
権
利
は
財
政
負
担
を
含
む
国
家
の
積
極
的
な
施
策
を
求
め
る
権
利
で
あ
る
た
め
漸
進
的
実
施
し
た
が
っ
て
努
力
義
務

と
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
く
、
司
法
判
断
適
性
に
欠
け
る
と
す
る
考
え
方
が
支
配
的
で
あ
っ
て
、
社
会
権
的
権
利
の
実
現

に
国
際
社
会
の
関
心
が
十
分
に
向
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
東
西
冷
戦
対
立
の
影
響
で
、
市
民
的
・
政
治

的
な
自
由
を
重
視
し
て
東
側
諸
国
を
牽
制
す
る
西
側
諸
国
の
思
惑
も
絡
ん
で
い
た
。
そ
れ
で
も
1
9
9
0
年
代
以
降
は

社
会
経
済
的
な
公
正
と
発
展
を
重
視
す
る
南
側
諸
問
と
の
対
立
要
素
を
引
き
続
き
含
み
つ
つ
も
、
ま
た
市
場
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
慈
善
事
業
で
十
分
だ
と
す
る
新
自
由
主
義
的
な
考
え
方
も
根
強
い
な
が
ら
も
、
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
権
利

の
重
要
性
に
共
通
理
解
が
広
が
っ
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
、
国
連
シ
ス
テ
ム
改
革
を
契
機
に
「
人
権
の
主
流
化
」
と
呼

ば
れ
る
動
き
が
強
ま
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
コ
フ
ィ
・
ア
ナ
ン
前
国
連
事
務
総
長
は

1
9
9
7
年
7
月
の
「
国

連
の
再
生
!
1
1
改
革
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
2
0
0
5
年
3
月
の
「
よ
り
大
き
な
自
由
を
求
め
て
i
i
i
す
べ
て
の

人
の
た
め
の
開
発
、
安
全
保
障
及
び
人
権
」
の
中
で
、
国
連
機
関
が
人
権
に
強
く
関
与
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
、

す
べ
て
の
関
係
機
関
が
人
権
を
各
々
の
責
務
に
応
じ
て
自
己
の
活
動
や
事
業
の
中
で
主
流
化
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け

工6ぅ
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た
。
こ
の
場
合
、
す
べ
て
の
人
権
の
「
不
可
分
性
」
し
た
が
っ
て
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
権
利
の
重
視
が
念
頭

に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
国
連
シ
ス
テ
ム
全
体
を
通
じ
た
「
人
権
の
主
流
化
」
の
端
緒
が

1
9
8
6
年
ロ
月
の
国

連
総
会
決
議
「
発
展
へ
の
権
利
に
関
す
る
宣
言
」
(
〉
¥
同
一
窃
¥
h
巴
¥
む
∞
)
に
よ
っ
て
聞
か
れ
た
と
い
う
事
情
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
権
を
重
視
し
た
国
連
改
革
の
動
き
が
、
本
章
が
取
り
上
げ
る
「
食
料
へ
の
権
利
」
の
具
体

化
作
業
の
進
展
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
な
か
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
が
、

国
連
人
権
機
構

(
d・2
・出口

E
S
担
m
F
Z
回注目。
ω)

で
あ
る
。

国
連
シ
ス
テ
ム
は
迷
宮
の
よ
う
に
複
雑
で
、
そ
れ
を
す
ぐ
に
理
解
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
大
枠
は
国
連
総
会
、

安
全
保
障
理
事
会
、
経
済
社
会
理
事
会
、
信
託
統
治
理
事
会
、
国
際
司
法
裁
判
所
、
事
務
局
と
い
う
6
つ
の
主
要
機

関
か
ら
成
っ
て
お
り
、
国
連
開
発
計
画

(
U
N
D
P
)
や
国
連
児
童
基
金

(
U
N
I
C
E
F
)
、
国
連
環
境
計
画

(
U

N
E
P
)
、
国
連
貿
易
開
発
会
議

(
U
N
C
T
A
D
)
等
の
計
画
基
金
機
関
は
国
連
総
会
の
補
助
機
関
に
位
霞
づ
け
ら

れ
る
。
他
方
、
国
際
労
働
機
関

(
I
L
O
)
や
国
連
食
糧
農
業
機
関

(
F
A
O
)
、
世
界
保
健
機
関

(
W
H
O
)
、
国

連
教
育
科
学
文
化
機
市

(
U
N
E
S
C
O
)
等
の
専
問
機
関
や
各
種
機
能
委
員
会
、
地
域
委
員
会
は
経
済
社
会
理
事

会
の
補
助
機
関
で
あ
る
。
そ
う
し
た
巨
大
な
国
連
シ
ス
テ
ム
の
中
で
「
国
連
人
権
機
構
」
と
呼
ば
れ
る
の
が
、
国
連

総
会
の
補
助
機
関
で
あ
る
国
連
人
権
理
事
会

(
U
N
H
R
C
)
、
そ
の
も
と
で
活
動
す
る
専
門
家
諮
問
機
関
や
特
別
報

告
者
、
国
連
浮
務
局
の
一
部
で
あ
る
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所

(
O
狂

C
H
R
)
、
そ
し
て
主
要
人
権
条
約
の
事
務
局

委
員
会
で
あ
る
。

第
一
に
、
国
連
人
権
理
事
会
は
も
と
も
と
人
権
委
員
会
と
呼
ば
れ
、
経
済
社
会
理
事
会
に
附
属
す
る
機
能
委
員
会

工66

第 5章

2
0
0
6
年
に
国
連
総
会
に
直
結
す
る
常
設
理
事
会
に
格
上
げ
さ
れ
た
。
扱
う
問
題
が
セ

ン
シ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
た
め
政
治
的
利
害
対
立
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
の
、
国
連
の
全
加
盟
国
で
構
成
さ
れ
る
総
会
で

理
事
国
(
幻
か
園
、
任
期
3
年
)
を
選
出
し
、
報
告
書
の
提
出
を
含
め
総
会
に
対
し
て
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
地
位
は
格
段
に
強
化
さ
れ
た
。
年
3
回
以
上
の
会
期
、
計
m
N
週
以
上
の
開
催
期
間
も
、
年

1
回
6
週
間
だ
け
だ
っ
た
人
権
委
員
会
と
比
べ
て
機
能
強
化
さ
れ
た
証
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
人
権
理
事
会
の
設

置
は
国
連
の
「
人
権
の
主
流
化
」
に
向
け
た
強
い
意
志
の
表
れ
で
あ
る
。

第
二
に
、
理
事
国
の
政
府
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
人
権
理
事
会
に
対
し
て
、
独
立
専
門
家
と
し
て
任
命
さ

れ
た
委
員
で
構
成
さ
れ
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
的
な
機
関
が
、
人
権
委
員
会
当
時
の
人
権
促
進
保
護
小
委
員
会
(
お
名
)

で
あ
り
、
人
権
理
事
会
移
行
後
の
専
門
家
諮
問
委
員
会
(
問
名
)
で
あ
る
。
人
権
基
準
の
作
成
や
テ
l
マ
別
調
査
研

究
活
動
に
携
わ
る
な
ど
、
人
権
理
事
会
の
活
動
に
実
質
的
な
貢
献
を
し
て
き
た
。

第
三
に
、
人
権
条
約
委
員
会
の
ひ
と
つ
に
社
会
権
規
約
委
員
会

(
C
E
S
C
R
)
が
あ
る
。
経
済
社
会
理
事
会
決

議
を
受
け
て

1
9
8
7
年
に
設
置
さ
れ
、
お
名
の
専
門
家
が
個
人
資
格
で
委
員
を
務
め
て
い
る
。
社
会
権
規
約
委
員

会
の
主
要
な
任
務
は
、
締
約
国
が
定
期
的
に
提
出
す
る
「
社
会
権
に
関
す
る
報
告
書
」
を
審
査
・
評
価
す
る
こ
と
、

そ
し
て
規
約
上
の
諸
権
利
や
締
約
国
の
義
務
に
つ
い
て
具
体
的
内
容
や
条
文
解
釈
に
関
す
る
見
解
を
提
示
し
て
権
利

の
実
現
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
後
者
は
「
一
放
的
意
見
」
と
呼
ば
れ
、
法
的
拘
束
力
は
な
い
も
の
の
、
締
約
国

に
と
っ
て
重
要
な
参
照
点
と
さ
れ
て
い
匂
前
者
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、

1
9
9
3
年
以
降
、
市
民
社
会
組
織

か
ら
の
「
代
替
報
告
書
」
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
国
家
が
義
務
履
行
者
で
あ
る
以
上
、
第
三
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の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
が
、



一

章

第

「
ー
ー
ー

者
に
よ
る
客
観
的
・
批
判
的
な
見
地
か
ら
の
報
告
は
欠
か
せ
な
い
。
さ
ら
に
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
、
社
会
権
的

権
利
を
侵
害
さ
れ
た
個
人
・
集
団
か
ら
の
通
報
制
度
と
そ
れ
に
基
づ
く
調
査
制
度
を
定
め
た
選
択
議
定
書
が
2
0
0

8
年
ロ
月
の
総
会
で
よ
う
や
く
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
手
続
き
に
よ
っ
て
、
社
会
権
規
約
委
員
会
の
機
能
が
飛
躍

的
に
向
上
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
的
・
経
済
的
・
文
化
的
権
利
の
司
法
判
断
や
域
外
適
用
に
否
定
的
な

一
部
加
盟
国
に
よ
る
非
協
力
的
態
度
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

第
四
に
、

1
9
9
3
年
の
「
ウ
ィ
ー
ン
宣
言
及
び
行
動
計
画
」
の
勧
告
に
基
づ
き
、
周
年
ロ
月
の
国
連
総
会
決
議

に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
の
ポ
ス
ト
が
あ
る
。
国
連
事
務
次
長
の
地
位
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ

も
国
連
に
お
け
る
「
人
権
の
主
流
化
」
の
一
環
と
い
え
る
。
同
弁
務
官
を
長
と
す
る
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所
は
国

連
事
務
局
の
人
権
担
当
部
門
と
し
て
、
人
権
理
事
会
の
事
務
局
、
専
門
家
諮
問
機
関
や
各
種
作
業
部
会
の
事
務
局
、

そ
し
て
特
別
報
告
者
の
支
援
業
務
を
担
当
し
て
い
る
。

第
五
に
、
人
権
理
事
会
の
権
限
で
行
な
う
特
別
手
続
き
の
ひ
と
つ
に
特
別
報
告
者
制
度
が
あ
る
。
テ
ー
マ
別
・
国

別
に
特
別
報
告
者
が
任
命
さ
れ
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
調
査
し
、
人
権
理
事
会
と
国
連
総
会
に

報
告
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
氾
テ
l
マ、

8
か
国
に
対
し
て
特
別
報
告
者
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
「
食
料
へ
の
権
利
」
特
別
報
告
者
は

2
0
0
0
年
4
月
の
人
権
委
員
会
決
議
を
経
て
任
命
さ
れ
た
0

2
0
0
0
年
9
月

1
侃
年
4
月
を
ジ
ャ
ン
・
ジ
グ
レ
ー
ル
(
す
S
N
W包
2)
氏
が
務
め
、

2
0
0
8
年
5
月
か
ら
オ

リ
ビ
エ
・
デ
シ
ユ
ツ
タ
l

(

。ロi
2
り
の
∞
各
三
宮
門
)
氏
が
引
き
継
い
で
い
る
。
ま
た
、

2
0
0
5
年
に
は
ジ
ョ
ン
・

ラ
ギ
l
氏
(
]
。

E
P
M
m柱
。
)
が
「
人
権
と
多
国
籍
企
業
及
び
そ
の
他
の
企
業
」
特
別
報
告
者
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
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基
本
的
人
権
と
し
て
の

「
食
料
へ
の
権
利
」

国連「食料への権利」論と国際人権レジームの可能性

(
1
)
「
食
料
へ
の
権
利
」
の
異
体
化

基
本
的
人
権
の
ひ
と
つ
と
し
て
食
料
を
と
ら
え
る
考
え
方
は
、
こ
う
し
た
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
の
重
要
な
構
成
部

分
と
し
て
具
体
化
さ
れ
て
き
た
。

「
社
会
権
規
約
」
第
日
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

第
1
項
こ
の
規
約
の
締
約
国
は
、
自
己
及
び
そ
の
家
族
の
た
め
の
相
当
な
食
糧
、
衣
類
及
ぴ
住
居
を
内
容
と
す

る
相
当
な
生
活
水
準
に
つ
い
て
の
並
び
に
生
活
条
件
の
不
断
の
改
善
に
つ
い
て
の
す
べ
て
の
者
の
権
利
を
認

め
る
。
締
約
国
は
、
こ
の
権
利
の
実
現
を
確
保
す
る
た
め
に
適
当
な
措
置
を
と
り
、
こ
の
た
め
に
は
、
自
由

な
合
意
に
基
づ
く
国
際
協
力
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。

第
2
項
こ
の
規
約
の
締
約
国
は
、
す
べ
て
の
者
が
飢
餓
か
ら
免
れ
る
基
本
的
な
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
、

個
々
に
及
び
国
際
協
力
を
通
じ
て
、
次
の
目
的
の
た
め
、
具
体
的
な
計
画
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
と
る
。

(
a
)

技
術
的
及
び
科
学
的
知
識
を
十
分
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
栄
養
に
関
す
る
原
則
に
つ
い
て
の
知
識

を
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
並
び
に
天
然
資
源
の
最
も
効
果
的
な
開
発
及
び
利
用
を
達
成
す
る
よ
う
に
農
地

制
度
を
発
展
さ
せ
又
は
改
革
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食
糧
の
生
産
、
保
存
及
び
分
配
の
方
法
を
改
善
す
る
こ
と
。
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(
b
)
食
糧
の
輸
入
国
及
ぴ
輸
出
国
の
双
方
の
問
題
に
考
慮
を
払
い
、
需
要

(50仏
ω)

と
の
関
連
に
お
い
て

世
界
の
食
糧
の
供
給
の
衡
平
な
分
配
を
確
保
す
る
こ
と
。

こ
う
し
た
考
え
方
は
、
前
述
の
「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
」
(
第
ロ
条
)
や
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
(
第
M
・
幻
条
)

以
外
に
も
、
「
障
害
者
の
権
利
条
約
」

(
2
0
0
6
年
採
択
、
∞
∞
年
発
効
、
第
お

-m条
)
等
の
国
際
人
権
条
約
、
「
米

州
人
権
条
約
へ
の
サ
ン
サ
ル
バ
ド
ル
議
定
書
」

(
1
9
8
8
年
、
第
ロ
条
)
、
「
イ
ス
ラ
ム
に
お
け
る
人
権
に
関
す
る
カ

イ
ロ
宣
言
」

(
1
9
9
0
年
、
第
口
条
)
、
「
欧
州
連
合
基
本
権
憲
章
」

(
2
0
0
0
年
、
第
弘
条
)
、
「
人
及
び
人
民
の

権
利
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
憲
章
へ
の
女
性
の
権
利
議
定
書
」

(
2
0
0
3
年
、
第
日
条
)
等
の
地
域
条
約
に
も
反
映
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ン
ド
、
南
ア
フ
リ
カ
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
約
加
か
国
が
憲
法
で
、

ウ
ガ
ン
ダ
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
マ
リ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
モ
ザ
ン
ビ

l
ク
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
な
ど
が
農

王70

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

業
法
等
の
国
内
法
で
「
食
料
へ
の
権
利
」
を
掘
っ
て
い
る
。

そ
の
問
、
基
本
的
人
権
と
し
て
の
「
食
料
へ
の
権
利
」
の
具
体
化
と
実
施
に
向
け
た
作
業
も
続
け
ら
れ
て
き
た
o

と
く
に

1
9
9
6
年
の
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
「
世
界
食
料
安
全
保
障
に
関
す
る
ロ

l
マ
宣
言
」
お
よ
び
「
行
動
計
画
」

は
、
そ
の
後
の
「
食
料
へ
の
権
利
」
概
念
の
発
展
・
深
化
に
向
け
て
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
。
同
「
宣
一
一
一
三
は
第
1

段
落
で
「
す
べ
て
の
人
は
安
全
で
栄
養
の
あ
る
食
料
を
必
要
な
だ
け
手
に
入
れ
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
、
ま
た
す
べ

て
の
人
は
飢
餓
か
ら
解
放
さ
れ
る
基
本
的
権
利
を
有
す
る
こ
と
」
を
再
確
認
し
、
「
行
動
計
画
」
の
ひ
と
つ
と
し
て

「
食
料
へ
の
権
利
」
の
具
体
化
作
業
を
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
や
関
連
条
約
事
務
局
等
に
指
示
し
た

日)。

(遮一回約
7
・
目
的

こ
れ
を
受
け
て
、
第
一
に
、
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所
は

1
9
9
7
年
、
∞
均
年
、
旧
年
の

3
回
に
わ
た
っ
て

専
門
家
協
議
を
実
施
し
、
「
食
料
へ
の
権
利
」
の
国
際
法
上
の
根
拠
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
権
利
の
実
現
に
義

務
を
負
う
主
体
(
第
一
義
的
に
は
国
家
)
と
そ
の
規
範
的
内
容
に
ま
で
議
論
が
掘
り
下
げ
ら
れ
た
。
第
二
に
、
社
会

権
規
約
委
員
会
が
1
9
9
9
年
に
提
示
し
た
「
一
般
的
意
見
ロ
号
」
に
よ
っ
て
、
「
食
料
へ
の
権
利
」
の
規
範
的
内
容

が
具
体
的
に
提
示
さ
れ
た
。
第
三
に
、
市
民
社
会
組
織
で
も
活
発
な
動
き
が
み
ら
れ
た
。
そ
れ
を
代
表
す
る
の
が
、

ド
イ
ツ
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
に
事
務
局
を
お
く
国
際
組
織
F
I
A
N
(食
料
第
一
・
情
報
と
行
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)

が
中
心
と
な
っ
て

1
9
9
7
年
に
策
定
し
た
「
適
切
な
食
料
へ
の
権
利
に
関
す
る
国
際
行
動
規
範
草
案
」
で
あ
っ
て
、

「
食
料
へ
の
権
利
」
に
関
す
る
規
範
的
内
容
、
国
内
的
お
よ
び
国
際
的
な
次
元
で
の
国
家
の
義
務
、
国
際
機
関
や
市
民

社
会
組
織
の
責
務
、
多
国
籍
企
業
等
の
行
動
規
制
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
相
互
に
影
響
を
与
え
な
が
ら
進

め
ら
れ
た
こ
れ
ら
3
つ
の
具
体
化
作
業
を
通
じ
て
、
各
国
が
遵
守
す
べ
き
法
的
責
務
と
具
体
的
に
講
じ
る
べ
き
政
策

枠
組
み
の
考
え
方
が
国
際
社
会
に
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
も
、
国
際
社
会
は
事
あ
る
ご
と
に
食
料
問
題
が
未
解
決
で
あ
る
こ
と
、
飢
餓
と
貧
困
の
撲
滅
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。

2
0
0
0
年
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
で
は
「
我
々
は
民
主
主
義
を
推
進
し
、

法
の
支
配
並
び
に
発
展
の
権
利
を
含
む
、
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
全
て
の
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
尊
重
を
強
化
す

る
た
め
、
い
か
な
る
努
力
も
靖
し
ま
な
い
」
(
第
弘
段
落
)
と
謡
っ
た
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
。

1
9

9
0
年
代
を
通
じ
て
掲
げ
ら
れ
て
き
た
各
種
「
国
際
開
発
目
標
」
と
同
「
宣
言
」
を
一
つ
の
共
通
枠
組
み
に
統
合
し

た
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」
は
、
「
極
度
の
貧
困
と
飢
餓
の
撲
滅
」
を
第
1
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
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2
0
0
8
年
の
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
「
世
界
の
食
料
安
全
保
障
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
宣
言
」
は
次
の
よ
う

な
文
言
で
始
ま
っ
て
い
る
。

第
1
段
落
我
々
は
、
「
世
界
の
食
料
安
全
保
障
に
関
す
る
ロ

l
マ
宣
言
」
及
び
「
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
行
動
計
画
」

を
採
択
し
た
、

1
9
9
6
年
の
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
の
結
論
、
及
び
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト

5
年
後
会
合
に
て

確
認
さ
れ
た
、

2
0
1
5
年
ま
で
に
栄
養
不
足
人
口
を
半
減
さ
せ
る
こ
と
を
喫
緊
の
目
標
と
し
つ
つ
、
す
べ

て
の
国
に
お
い
て
実
施
中
の
飢
餓
撲
滅
努
力
を
通
じ
て
あ
ま
ね
く
食
料
安
全
保
障
を
達
成
す
る
と
い
う
目
的
、

さ
ら
に
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

(
M
D
G
S
)
を
達
成
す
る
と
い
う
公
約
を
再
確
認
す
る
。
我
々
は
、
食
料

が
政
治
的
・
経
済
的
圧
力
の
手
段
と
し
て
使
わ
れ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
を
改
め
て
表
明
す
る
。
我
々
は
ま
た
、

「
国
家
食
料
安
全
保
障
の
文
脈
に
お
い
て
十
分
な
食
料
へ
の
権
利
の
漸
進
的
な
実
現
を
支
持
す
る
た
め
の
自
主

的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
想
起
す
る
。
(
以
下
省
略
)

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
十
分
な
食
料
に
対
す
る
権
利
の
漸
進
的
実
現
の
た
め
の
自
主
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
包
は
、

2
0
0
2
年
の
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
5
年
後
会
合
で

F
A
O
国
際
作
業
部
会
に
「
食
料
へ
の
権
利
」
実
現
に
向
け
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
が
指
示
さ
れ
、

2
0
0
4
年
の

F
A
O
理
事
会
で

1
8
7
か
国
の
賛
成
を
も
っ
て
採
択
さ
れ

た
も
の
で
、
加
盟
国
が
講
じ
る
べ
き
具
体
的
政
策
措
置
が
詳
細
に
示
さ
れ
て
い
る
。
サ
ミ
ッ
ト
準
備
過
程
で
ア
メ
リ

カ
等
の
反
対
に
よ
り
法
的
拘
束
力
の
な
い
自
主
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
と
ど
ま
っ
た
経
緯
が
あ
り
)
ア
メ
リ
カ
政
府
は

「
人
権
と
し
て
の
食
料
」
と
い
う
考
え
方
に
否
定
的
で
、
あ
る
程
度
の
拘
束
力
を
も
っ
「
行
動
規
範
」
と
す
る
こ
と
に

頑
に
抵
抗
し
た
。
自
主
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
い
う
の
は
妥
協
の
産
物
で
あ
る
。
そ
れ
自
体
は
国
際
法
の
法
源
と
は
な
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ら
な
い
が
、
そ
れ
で
も
内
容
的
に
は
国
家
行
動
規
範
で
あ
り
、
中
長
期
的
に
は
慣
習
国
際
法
と
し
て
定
着
す
る
可
能
性

(
げ
)

が
あ
る
と
い
う
の
が
、
国
際
法
専
門
家
の
見
立
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
食
料
へ
の
権
利
」
は
た
ん
な
る
抽
象
的
理
念

に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
各
国
・
国
際
機
関
が
法
的
義
務
を
負
っ
て
実
行
に
移
す
べ
き
戦
略
的
な
重
要
課
題
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
き
た
と
い
う
点
が
、
こ
こ
で
は
重
要
で
あ
る
。

(
2
〉
「
食
料
へ
の
権
利
」
の
法
規
範
的
内
容

社
会
権
規
約
委
員
会
「
一
般
的
意
見
ロ
号
」
を
参
照
し
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
「
食
料
へ
の
権
利
」
の
法
規
範
的
内

容
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
に
よ
る
と
「
十
分
な
食
料
へ
の
権
利
」
は
「
人
関
の
盟
有
の
尊
厳
と
不
可
分
の
つ
な
が
り
を
も
ち
、
国
際
人
権

章
典
に
掲
げ
ら
れ
た
他
の
人
権
の
実
現
に
と
っ
て
不
可
欠
」
で
あ
り
、
「
貧
困
の
根
絶
と
す
べ
て
の
者
の
た
め
の
す
べ

て
の
人
権
の
実
現
に
向
け
て
、
国
内
的
及
ぴ
国
際
的
レ
ベ
ル
の
双
方
で
適
切
な
経
済
的
、
環
境
的
及
び
社
会
的
政
策
を

と
る
こ
と
を
要
求
し
、
社
会
正
義
と
も
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
(
第
4
段
落
て
そ
の
内
容

は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。

第
6
段
落
十
分
な
食
料
に
対
す
る
権
利
は
、
す
べ
て
の
男
性
、
女
性
そ
し
て
子
ど
も
が
、
一
人
で
又
は
他
の
人
と

共
に
、
十
分
な
食
料
又
は
そ
の
調
達
の
た
め
の
手
段
へ
の
物
理
的
及
び
経
済
的
ア
ク
セ
ス
を
常
に
有
す
る
と
き

に
実
現
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
十
分
な
食
料
に
対
す
る
権
利
は
、
こ
れ
を
カ
ロ
リ
ー
、
蛋
白
質
及
び
そ
の
他
の
持

定
の
栄
養
素
の
最
低
限
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
も
の
と
同
一
視
す
る
、
狭
い
な
い
し
制
限
的
な
意
味
で
解
釈
さ

第 5章
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れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
(
以
下
省
略
)

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
権
利
に
関
し
て
国
家
が
負
う
義
務
内
容
が
明
示
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
権
利
と
は
元
来
、
権
利

主
体
と
義
務
主
体
と
の
規
範
的
関
係
を
合
意
す
る
概
念
で
あ
り
、
社
会
権
的
権
利
が
「
権
利
」
で
あ
る
以
上
、
権
利
主

体
で
あ
る
諸
個
人
が
権
州
切
対
象
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
義
務
主
体
す
な
わ
ち
国
家
に
相
関
的
義
務
が

生
じ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
自
由
権
規
約
と
の
対
比
で
、
社
会
権
規
約
の
実
施
に
お
け
る
国
家
の

義
務
や
権
利
侵
害
に
対
す
る
司
法
的
救
済
措
霞
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
見
解
が
分
か
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
が
、
そ
れ
ゆ

え
国
家
の
多
面
的
義
務
枠
組
み
を
明
示
し
た

1
9
9
0
年
の
「
一
般
的
意
見
3
号
」
は
大
き
な
前
進
で
あ
っ
た
。
「
ロ

号
」
の
国
家
の
義
務
は
こ
れ
を
「
食
料
へ
の
権
利
」
に
即
し
て
敷
桁
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
十
分
な

食
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
妨
げ
る
い
か
な
る
措
置
も
と
ら
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
「
尊
重

(5ω
宮

g
の
義
務
」
o

第
二

に
、
第
三
者
(
企
業
や
他
の
個
人
)
が
十
分
な
食
料
に
対
す
る
個
人
の
ア
ク
セ
ス
を
奪
わ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
措
置

を
要
求
す
る
「
保
護

G
B
Zの
片
)
の
義
務
」
o

第
三
に
、
十
分
な
食
料
に
対
す
る
人
び
と
の
ア
ク
セ
ス
と
そ
の
利
用
を

強
化
す
る
た
め
に
国
家
が
積
極
的
に
行
動
す
る
(
「
促
進
(
片
山
己
管
内
拝
。
)
」
)
と
と
も
に
、
個
人
や
集
団
が
自
ら
の
力
を

超
え
る
理
由
に
よ
っ
て
十
分
な
食
料
へ
の
権
利
を
享
受
で
き
な
い
場
合
に
閤
家
が
直
接
に
権
利
を
「
供
与

G
g
i号)」

す
る
と
い
う
「
充
足
(
同
己
白
)
の
義
務
」
を
、
国
家
は
負
っ
て
い
る
(
第
お
段
落
)

0

と
は
い
え
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
資
源
と
能
力
は
締
約
国
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
し
、
し
た
が
っ
て
権
利
を
実
施
す
る

適
切
な
方
法
と
手
段
は
締
約
国
に
よ
っ
て
相
当
に
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
家
の
義
務
違
反
と
な
る
作
為
な

い
し
不
作
為
は
、
そ
れ
が
道
守
能
力
の
欠
如

(-szs，
)
に
よ
る
の
か
遵
守
意
思
の
欠
如

(g三
百
ロ
m
E
E
)
に
よ
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る
の
か
で
区
別
し
て
判
断
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
社
会
権
規
約
は
各
締
約
国
に
対
し
、
す
べ
て
の
人
が
飢
餓
か
ら
解
放

さ
れ
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
十
分
な
食
料
に
対
す
る
権
利
を
享
受
で
き
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
、
必
要
な
あ
ら

ゆ
る
圏
内
的
措
置
を
と
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
そ
れ
に
か
か
わ
っ
て
、
第
お
段
落
で
は
「
園
内
戦
略
は
、
生
産
、

加
工
、
配
給
、
販
売
、
安
全
な
食
料
の
消
費
、
ま
た
、
保
健
、
教
育
、
一
雇
用
及
び
社
会
保
障
の
分
野
で
の
並
行
的
な
措

置
を
含
め
、
食
料
制
度
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
関
す
る
重
要
な
事
項
や
措
置
に
つ
い
て
と
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
全
国

的
、
地
域
的
、
及
び
家
計
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
最
も
持
続
可
能
な
管
理
及
び
天
然
そ
の
他
の
資
源
の
利
用
を
確
保
す
る

よ
う
、
注
意
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
。

ま
た
、
た
と
え
ば
「
食
料
に
対
す
る
他
人
の
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
個
人
又
は
集
団
の
行
動
を

規
制
し
な
い
」
と
か
「
他
の
国
家
又
は
国
際
機
関
と
協
定
を
結
ぶ
に
あ
た
り
、
食
料
に
対
す
る
権
利
に
関
す
る
国
際
的

な
法
的
義
務
を
考
慮
に
入
れ
な
い
」
と
い
っ
た
不
作
為
が
、
国
家
の
義
務
違
反
と
さ
れ
て
い
る
(
第
四
段
落
)
。
こ
れ

は
、
多
国
籍
企
業
の
食
料
支
配
に
対
す
る
態
度
、
あ
る
い
は
W
T
O
農
業
交
渉
で
の
姿
勢
や
世
界
銀
行
・

I
M
F
の
開

発
援
助
政
策
へ
の
関
与
が
「
人
権
と
し
て
の
食
料
」
と
い
う
視
点
か
ら
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す

る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

第
初
段
落
締
約
国
は
、
国
際
協
力
の
不
可
欠
の
役
割
を
認
め
、
十
分
な
食
料
に
対
す
る
権
利
の
完
全
な
実
現
を
達

成
す
る
た
め
に
共
同
又
は
個
別
の
行
動
を
と
る
約
束
を
遵
守
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
約
束
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
締
約
国
は
、
他
国
に
お
け
る
食
料
に
対
す
る
権
利
の
享
受
を
尊
重
す
る
た
め
、
こ
の
権
利
を
保
護
す
る
た

め
、
食
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す
る
た
め
、
ま
た
、
要
求
さ
れ
る
場
合
に
は
必
要
な
援
助
を
提
供
す
る
た
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め
、
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。
締
約
国
は
、
国
際
協
定
に
お
い
て
関
連
性
を
も
っ
と
き
に
は
い
つ
で
も
、
十

分
な
食
料
に
対
す
る
権
利
に
正
当
な
注
意
が
払
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
し
、
ま
た
、
こ
の
た
め
に
さ
ら
に
国
際
的

な
法
文
書
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
国
際
金
融
機
関
と
く
に
世
界
銀
行
と

I
M
F
が
「
そ
の
貸
与
政
策
及
ぴ
信
用
協
定
、
並
び
に
債
務
危
機
に
対

処
す
る
た
め
の
閲
際
的
措
置
に
お
い
て
、
食
料
に
対
す
る
権
利
の
保
護
に
よ
り
大
き
な
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
」
こ

と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
(
第
必
段
落
)
。
「
一
般
的
意
見
ロ
号
」
で
は
こ
の
よ
う
に
「
食
料
へ
の
権
利
」
の
国
際
的
次
元

で
の
実
現
と
そ
の
た
め
の
義
務
が
や
や
抽
象
的
な
が
ら
も
明
示
さ
れ
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
下
の
農
業
・
食

料
問
題
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
示
唆
を
含
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
国
家
的
義
務
の
域
外
適
用
可
能
性
や
非
国
家
的
主

体
(
国
際
機
関
、
多
国
籍
企
業
)
の
義
務
の
法
的
解
釈
と
具
体
的
な
実
施
方
策
に
つ
い
て
は
今
日
に
至
る
ま
で
議
論
が

続
い
て
い
る
。
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(
3
)
「
食
料
へ
の
権
利
」
と
「
食
料
安
全
保
障
」

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
で
食
料
問
題
を
考
え
、
国
内
農
業
保
護
の
必
要
性
を
論
じ
る
と
き
、
私
た
ち
は
無
意
識
に
「
食

料
安
全
保
障
」
と
い
う
概
念
を
使
っ
て
い
る
。

1
9
9
6
年
の
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
「
行
動
計
画
」
で
は
「
食
料
へ
の

権
利
の
発
効
と
完
全
か
つ
漸
進
的
な
実
現
」
が
「
食
料
安
全
保
障
を
達
成
す
る
手
段
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

し、

2
0
0
8
年
の
「
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
宣
言
」
で
も
「
食
料
安
全
保
障
の
達
成
」
が
「
目
的
」
と
さ
れ
、

2
0
0
4

年
の
「
自
主
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
正
式
名
称
に
「
国
家
食
料
安
全
保
障
の
文
脈
に
お
い
て
」
と
い
う
文
言
が
含
ま
れ

て
い
た
。
本
書
全
体
の
中
心
テ
l
マ
で
あ
る
「
食
料
主
権
」
と
の
関
係
も
気
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま

ず
、
「
食
料
へ
の
権
利
」
が
国
連
機
関
や
国
際
法
専
門
家
を
中
心
に
議
論
さ
れ
て
い
る
法
的
概
念
で
あ
り
、
小
農
・
市

民
社
会
組
織
を
中
心
に
議
論
さ
れ
て
い
る
運
動
論
的
概
念
と
し
て
の
「
食
料
主
権
」
と
ほ
ぼ
同
一
概
念
で
あ
る
と
し

て
お
く
。
こ
こ
で
は
「
食
料
安
全
保
障
」
と
「
食
料
へ
の
権
利
」
と
の
相
違
に
つ
い
て
、
若
干
の
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。

食
料
安
全
保
障
と
い
う
の
は
多
義
的
で
あ
り
、
使
用
す
る
文
脈
や
使
用
者
の
意
図
に
よ
っ
て
意
味
が
正
反
対
に
な

る
場
合
も
あ
る
。
市
場
原
理
主
義
的
立
場
か
ら
は
、
自
由
貿
易
の
推
進
こ
そ
が
食
料
安
全
保
障
の
要
と
さ
れ
る
。
世

界
中
で
問
題
祝
さ
れ
て
い
る
「
農
地
収
奪
」
も
食
料
安
全
保
障
の
確
保
に
は
欠
か
せ
な
い
、
と
い
う
論
法
も
成
り
立

つ
。
国
際
社
会
で
食
料
安
全
保
障
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

1
9
7
0
年
代
初
頭
の
世
界
食

料
危
機
と
、
そ
れ
を
受
け
て

1
9
7
4
年
に
開
催
さ
れ
た
世
界
食
料
会
議
の
頃
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
増
大
す
る
食
料

需
要
を
支
え
、
不
安
定
な
食
料
の
生
産
と
価
格
に
対
処
す
る
た
め
に
、
基
礎
的
食
料
の
世
界
的
供
給
を
つ
ね
に
安
定

的
に
確
保
す
る
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
食
料
の
安
定
供
給
と
そ
れ
を
保
障
す
る
生
産
の
拡
大
と
市

場
の
安
定
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
最
大
の
焦
点
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

1
9
8
0
年
代
に
提
示
さ
れ
た
ア
マ

ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
の
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
影
響
や
栄
養
学
分
野
を
中
心
と
す
る
「
世
帯
レ
ベ
ル
の
食

料
安
全
保
障
」
研
究
の
進
展
も
あ
っ
て
、
問
題
の
所
在
が
「
国
家
な
い
し
国
際
的
な
次
元
で
の
基
礎
的
食
料
の
十
分

な
量
の
入
手
可
能
性
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
世
帯
な
い
し
個
人
の
次
元
で
の
適
切
な
(
安
全
で
栄
養
の
あ
る
)
食

料
へ
の
ア
ク
セ
ス
」
に
あ
る
と
の
共
通
理
解
が
広
が
っ
て
き
も
)
そ
の
限
り
で
「
食
料
へ
の
権
利
」
概
念
に
接
近
し
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て
き
た
と
も
い
え
る
が
、
以
下
の
点
で
決
定
的
な
相
違
が
あ
る
。

第
一
に
、
食
料
安
全
保
障
ア
プ
ロ
1
1

チ
は
政
治
経
済
的
(
国
民
経
済
的
)
な
視
点
に
立
っ
て
い
る
が
、
人
権
ア
プ

ロ
ー
チ
は
食
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
利
用
を
す
べ
て
の
人
に
内
在
す
る
無
条
件
の
尊
厳
的
権
利
と
み
な
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
第
二
に
、
食
料
安
全
保
障
は
そ
れ
自
体
が
政
策
課
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
国
内
外
の
政
治
経
済

動
向
に
よ
っ
て
容
易
に
影
響
を
受
け
る
が
、
「
食
料
へ
の
権
利
」
は
条
約
や
慣
習
国
際
法
で
も
承
認
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
実
現
は
法
規
範
的
な
拘
束
性
(
義
務
、
説
明
責
任
)
を
と
も
な
っ
て
い
る
た
め
、
よ
り
厳
密
で
普
遍
的
で
あ
る
。

第
三
に
、
食
料
安
全
保
障
に
も
概
念
的
拡
張
が
み
ら
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
か
ら
リ

1
ジ
ヨ
ナ
ル
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
ロ
ー

カ
ル
、
そ
し
て
世
帯
や
個
人
に
ま
で
適
用
範
囲
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
異
な
る
次
元
間
で
の
競
合
が
避
け

ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
「
食
料
へ
の
権
利
」
概
念
が
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
や
「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
」
に
も

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人
権
ア
プ
ロ
ー
チ
は
権
利
保
持
者
で
あ
る
個
人
と
そ
の
主
体
形
成
に
焦
点
が
当
て

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
重
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
国
や
地
域
、
場
合
に
よ
っ
て
は
世
帯
レ
ベ
ル
で
食
料
安
全

保
障
が
確
保
さ
れ
て
も
、
個
人
レ
ベ
ル
で
権
利
が
実
現
し
な
い
こ
と
は
十
分
に
あ
り
う
る
か
ら
だ
。
人
権
ア
プ
ロ
ー

チ
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
食
料
へ
の
権
利
」
を
「
食
料
安
全
保
障
を
達
成
す
る
手
段
」
と
と
ら
え
た
世
界
食
料

サ
ミ
ッ
ト
等
の
宣
言
文
の
表
現
は
不
適
切
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
は
国
家
間
の
政
治
的
交
渉
過
程
に
お
け
る

妥
協
の
産
物
で
あ
り
、
よ
り
普
遍
的
で
本
源
的
な
法
規
範
的
な
権
利
と
義
務
の
問
題
を
そ
の
時
々
の
政
策
論
へ
と
嬢

小
化
す
る
も
の
で
し
か
な
い
。
逆
に
、
権
利
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
、
食
料
安
全
保
障
問
題
を
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
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の
枠
組
み
の
中
に
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
食
料
安
全
保
障
を
確
保
す
る
た
め
の
政
策
論
を
、
国
内
農
業
・
地
域
農
業

を
守
り
、
安
全
で
安
心
な
食
料
を
消
費
者
に
届
け
る
食
料
主
権
運
動
と
か
み
合
わ
せ
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。

4 

お
も
な
論
点
と

ア
プ
ロ
ー
チ

「
食
料
へ
の
権
利
」

い
わ
ゆ
る
「
世
界
食
料
危
機
」
の
渦
中
に
「
食
料
へ
の
権
利
」
特
別
報
告
者
に
任
命
さ
れ
て
以
降
、
旺
盛
な
活
動

を
続
け
て
い
る
オ
リ
ピ
エ
・
デ
シ
ユ
ツ
タ

l
氏
は
、
世
界
食
料
危
機
の
悪
化
が
「
食
料
へ
の
権
利
」
実
現
に
否
定
的

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
事
態
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
2
0
0
8
年
5
月
の
人
権
理
事
会
決
議
(
〉
¥
国
間
の
ふ
勺
¥
同
)
を
受
け
、

同
年
9
月
に
提
出
し
た
人
権
理
事
会
報
告
書
(
〉
¥
同
月
わ
¥
也
¥
N
ω
)

の
中
で
、

2
0
0
8
年
前
半
に
相
次
い
で
表
明
さ
れ

た
各
国
・
国
際
機
関
の
対
応
に
人
権
ア
プ
ロ
ー
チ
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を
痛
烈
に
批
判
し
た
。
と
く
に
、
未

曾
有
の
農
産
物
価
格
高
騰
や
そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
バ
イ
オ
燃
料
増
産
と
い
う
「
新
し
い
状
況
」
下
で
圏
内

的
・
国
際
的
な
責
務
を
果
た
す
べ
き
国
家
戦
略
の
ベ

l
ス
に
「
食
料
へ
の
権
利
」
が
お
か
れ
る
べ
き
こ
と
が
強
調
さ

れ
た
。

2
0
0
8
年
間
月
の
国
連
総
会
へ
の
報
告
書
(
〉
¥
8
¥匂
∞
)
で
は
、
各
国
政
府
に
よ
る
義
務
の
履
行
を
妨
げ
な

い
国
際
環
境
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
国
家
の
権
限
行
使
が
他
国
の
義
務
履
行
を
妨
げ
、
あ
る
い
は

他
国
人
民
の
権
利
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
(
消
極
的
義
務
)
、
よ
り
積
極
的
に
他
国
人
民
の
権
利
を
尊

重
・
保
護
・
実
現
す
る
た
め
の
方
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
(
積
極
的
義
務
)
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
「
食
料

へ
の
権
利
」
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
国
際
問
題
領
域
と
し
て
、
①
食
料
援
助
の
あ
り
方
、
②
農

179 



国連「食料への権利j論と国際人権レジームの可能性章

一

第

寸
l

i

l

-

-

産
物
貿
易
自
由
化
の
あ
り
方
、
③
食
料
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
知
的
所
有
権
の
あ
り
説
、
④
多
国
籍
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の

事
業
活
動
が
及
ぼ
す
影
響
に
言
及
し
た
。

本
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
論
点
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
「
食
料
へ
の
権
利
」
ア
プ
ロ
ー
チ
の
具
体
的
な
内
容
と
構
想
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

r80 

(
1
)
自
由
貿
易
レ
ジ
ー
ム
と
W
T
O
農
業
交
渉

デ
シ
ユ
ツ
タ
l
氏
は

2
0
0
9
年
3
月
の
人
権
理
事
会
へ
の
報
告
書
(
〉
¥
問
問
の
¥
包
¥
印
¥
〉

EN)
で、

W
T
O
農
業

交
渉
へ
の
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
批
判
を
試
み
て
い
る
。
同
報
告
書
は
、
現
行
の
農
業
貿
易
自
由
化
路
線
が
、
各
国
が
国

際
法
で
規
定
さ
れ
た
「
食
料
へ
の
権
利
」
を
遵
守
す
る
義
務
と
整
合
的
か
否
か
を
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

氏
が
要
約
版
の
表
題
に
つ
け
、
記
者
会
見
で
も
語
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
要
点
は
「
ド
l
ハ
ラ
ウ
ン
ド
が
妥
結
し
て
も
食

料
に
関
す
る
構
造
的
問
題
は
解
決
さ
れ
ず
、
食
料
危
機
は
再
び
起
こ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

氏
の
議
論
は
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
。

先
進
国
の
国
内
農
業
保
護
や
輸
入
障
壁
が
多
く
の
途
上
国
に
不
利
に
働
い
て
い
る
の
は
事
実
だ
が
、

W
T
O
農
業
合

意
が
求
め
る
よ
う
に
、
単
に
そ
れ
ら
を
是
正
す
れ
ば
問
題
が
解
決
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
先
進
国
と
途
上
国
の

生
産
性
格
差
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
「
農
業
合
意
に
従
っ
て
農
政
改
革
を
進
め
て
も
、
途
上
国
の
生
産
者
が
先
進
国
の
生
産

者
と
同
じ
条
件
で
競
争
で
き
る
よ
う
に
は
な
ら
な
い
」
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
む
し
ろ
「
食
料
へ
の
権
利
」
に
対
す
る

深
刻
な
脅
威
・
侵
害
と
な
る
。
「
食
料
へ
の
権
利
」
ア
プ
ロ
1
1

チ
に
も
と
づ
く
な
ら
ば
、
第
一
に
、
各
国
の
農
業
政

策
・
貿
易
政
策
は
同
権
利
の
実
現
の
た
め
の
国
家
戦
略
と
し
て
措
定
し
直
す
必
要
が
あ
る
。
第
二
に
、
多
国
間
貿
易

シ
ス
テ
ム
は
各
国
が
向
権
利
実
現
の
た
め
に
負
っ
て
い
る
国
際
法
上
の
義
務
に
反
す
る
よ
う
な
政
策
の
実
施
を
強
要

す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
も
各
国
に
十
分
な
政
策
余
地
を
与
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
に
、
も
っ
と
も
脆
弱
で
不
安
定
な
社
会
階
層
・
社
会
集
団
が
支
援
対
象
と
な
り
、
「
食
料
へ
の
権
利
」
が
保
障
さ

れ
る
よ
う
な
政
策
措
置
を
具
体
的
に
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
第
四
に
、
食
料
の
安
全
性
や
栄
養
・
健
康
的
側

面
、
文
化
的
妥
当
性
、
持
続
可
能
性
と
い
っ
た
、
ほ
か
の
一
般
商
品
と
区
別
さ
れ
る
固
有
の
価
値
も
ま
た
、
す
べ
て

の
人
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
基
本
的
権
利
で
あ
り
、
そ
う
し
た
非
経
済
的
価
値
へ
の
影
響
如
何
も
貿
易
交
渉
に
十
全
に

反
映
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
る
と
、
現
在
の

W
T
O
自
由
貿
易
レ
ジ
ー
ム
は
次
の
よ
う
な
問
題
を
苧
ん
で
い
る
。
第

一
に
、
国
際
貿
易
へ
の
依
存
度
を
高
め
る
こ
と
で
確
保
さ
れ
る
食
料
安
全
保
障
は
さ
ま
ざ
ま
な
脆
弱
性
を
も
た
ら
す

こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
「
食
料
へ
の
権
利
」
実
現
に
必
要
な
国
家
の
権
限
を
い
っ
そ
う
弱
め
る
一
方
で
、
国
際
農
産

物
貿
易
で
影
響
力
を
行
使
す
る
多
国
籍
企
業
の
市
場
寡
占
度
を
い
っ
そ
う
高
め
、
農
業
セ
ク
タ
ー
の
分
極
化
(
多
数

を
占
め
る
中
小
零
細
農
家
の
排
除
)
を
強
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
第
三
に
、
国
際
貿
易
へ
の
依
存
は
さ
ら
に
、

食
料
供
給
連
鎖
の
長
距
離
化
や
非
持
続
的
生
産
体
制
を
誘
発
し
、
環
境
や
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
つ
な
が

る
。
こ
の
よ
う
に
、

W
T
O
農
業
合
意
に
も
と
づ
く
自
由
貿
易
レ
ジ
ー
ム
と
「
食
料
へ
の
権
利
」
を
支
持
す
る
国
際

人
権
レ
ジ
ー
ム
と
の
議
離
が
著
し
い
が
、
前
者
に
は
強
権
的
な
執
行
権
限
(
報
復
措
置
の
許
容
な
ど
)
を
与
え
ら
れ

て
い
る
た
め
、
国
内
法
で
後
者
を
尊
重
し
て
も
、
そ
の
国
際
法
上
の
扱
い
が
不
確
定
な
現
状
で
は
、
各
国
は
前
者
を
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優
先
的
に
考
え
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
者
に
修
正
を
加
え
な
い
か
ぎ
り
、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス

立
)
を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が
デ
シ
ユ
ツ
タ
l
氏
の
結
論
で
あ
る
。

日
本
農
業
新
開
等
で
も
「
食
料
へ
の
権
利
」
報
告
に
か
か
わ
っ
て
、
「
W
T
O
合
意
拒
否
を
」
「
W
T
O
至
上
主
義

脱
却
を
」
と
い
っ
た
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
見
出
し
が
躍
っ
た
。
現
在
の
国
際
政
治
経
済
力
学
に
照
ら
せ
ば
、
非
現

実
的
で
あ
ま
り
に
挑
戦
的
な
主
張
に
さ
え
聞
こ
え
る
が
、

W
T
O
体
制
下
の
農
業
保
護
削
減
・
貿
易
自
由
化
路
線
が

機
能
不
全
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
の
観
点
か
ら

経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
貿
易
自
由
化
が
批
判
的
に
検
討
さ
れ
た
の
は
、
デ
シ
ユ
ツ
タ
l
氏
が
最
初
で
は
な
い
し
、
ジ

グ
レ
ー
ル
氏
を
含
め
、
「
食
料
へ
の
権
利
」
特
別
報
告
者
に
固
有
の
仕
事
で
も
な
い
。

た
と
え
ば
、
社
会
権
規
約
委
員
会
は
1
9
9
8
年
5
丹
に
発
表
し
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
経
済
的
、
社
会
的
及
ぴ

文
化
的
権
利
」
と
題
す
る
声
明
の
中
で
、
各
国
政
府
、

U
N
D
P
や
U
N
C
T
A
D
等
の
国
連
機
関
、
世
界
銀
行
、

I
M
F
や
W
T
O
等
の
周
際
経
済
組
織
、
そ
し
て
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
に
対
し
て
、
実
効
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

含
む
社
会
権
保
障
の
確
保
を
要
請
し
た
。
こ
れ
と
連
動
す
る
よ
う
に
、
人
権
促
進
保
護
小
委
員
会
も
1
9
9
8
年
8

月
の
決
議
で
「
国
際
及
び
地
域
の
貿
易
・
投
資
・
金
融
に
関
す
る
政
策
、
協
定
、
慣
行
に
人
権
規
範
の
優
位
性
を
反

映
さ
せ
る
た
め
の
方
法
・
手
段
、
な
ら
び
に
国
連
人
権
機
構
が
果
た
し
う
る
中
心
的
役
割
に
つ
い
て
作
業
報
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
」
を
2
人
の
専
門
家
に
命
じ
た
。
そ
の
報
告
を
受
け
た
人
権
委
員
会
は
、

1
9
9
9
年
4
月
の
決
議

(何
¥
h
Zふ
¥
同
開
∞

¥
S
S
¥包
)
で
、
人
権
促
進
保
護
小
委
員
会
に
さ
ら
な
る
調
査
研
究
に
取
り
組
む
よ
う
要
請
し
た
。
他

方
、
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
か
ら
は
、
「
知
的
所
有
権
に
関
す
る
協
定
」
(
例
年
)
、
「
W
T
O
農
業
合
意
と
農
産
物
貿 両
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易
自
由
化
」

(ω
年
)
、
「
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
自
由
化
」
(
似
年
)
、
「
投
資
自
由
化
と
民
営
化
」
(
侃
年
)
に
関
す
る
一
連

の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
お
人
権
高
等
弁
務
官
は
そ
の
中
で
「
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
権
利
の
本
源
的
性
格
を

ふ
ま
え
れ
ば
、
人
権
の
保
護
促
進
は
貿
易
自
由
化
の
例
外
で
は
な
く
目
的
と
し
て
据
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
指
摘
し
て
い
る
o

ま
た
、

2
0
0
3
年
9
月
の

W
T
O
カ
ン
ク
ン
閣
僚
会
議
に
は
「
人
権
と
貿
易
」
と
題
す
る
(
明

告
書
を
提
出
し
、
各
国
政
府
関
係
者
向
け
に
貿
易
に
関
連
す
る
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
の
考
え
方
を
具
体
的
に
示
し
た
0

2
0
0
5
年
に
発
表
し
た
報
告
書
「
人
権
と
世
界
貿
易
協
定
」
で
は
、

G
A
T
T
第
別
条
や

G
A
T
S
(
サ
ー
ビ
ス

の
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
)
第
日
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
一
般
的
例
外
規
定
」
、
と
く
に
「
公
衆
道
徳
の
保
護
の

た
め
に
必
要
な
措
置
」
や
「
人
、
動
物
又
は
植
物
の
生
命
又
は
健
康
の
保
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
」
を
人
権
の
保

護
・
促
進
の
た
め
に
適
用
す
る
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
国
連
人
権
機
構
を
あ
げ
て
の
検
討
作
業
を
通
じ
て
、
国
際
人
権
規
範
の
普
遍
的
適
用
性
が
明
ら
か

に
さ
れ
、
い
か
な
る
貿
易
・
投
資
・
金
融
の
制
度
や
政
策
も
人
権
の
尊
重
に
優
先
さ
れ
え
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

き
た
。
特
別
報
告
者
の
見
解
は
、
国
際
法
上
の
然
る
べ
き
手
続
き
を
ふ
ま
え
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た
専
門
的
・
集
団

的
な
労
作
の
成
果
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
は
経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
否
定

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
権
利
の
実
現
に
貢
献
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

だ
が
、
そ
の
た
め
に
は

W
T
O
協
定
の
改
定
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
多
角
的
貿
易
交
渉
や
紛
争
解
決
手
続
き
の
あ

り
方
、
そ
れ
ら
に
臨
む
各
国
政
府
の
態
度
を
根
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
ら
)
そ
も
そ
も
G
A
T
T
-
W
T
O
は、

生
活
水
準
の
向
上
、
完
全
一
雇
用
の
実
現
、
実
質
所
得
の
向
上
、
環
境
の
保
護
な
ど
、
総
じ
て
人
権
保
護
の
促
進
の
た

工83
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め
の
基
礎
的
条
件
の
実
現
を
目
的
と
し
て
お
り
、
貿
易
自
由
化
と
無
差
別
待
遇
の
実
現
は
そ
れ
ら
の
手
段
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。
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(
2
)
食
料
援
助
と
圏
際
開
発
協
力

2
0
0
9
年
1
月
末
の
「
食
料
安
全
保
障
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
」
へ
の
コ
メ
ン
ト
で
、
デ
シ
ユ
ツ
タ
l
氏

は
パ
ン
・
ギ
ム
ン
国
連
事
務
総
長
の
結
語
に
「
食
料
へ
の
権
利
」
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
が
反
映
さ
れ
た
こ
と
、
具

体
的
に
は
「
危
機
時
に
お
け
る
食
料
緊
急
支
援
」
と
「
食
料
増
産
の
た
め
の
農
業
開
発
投
資
」
と
い
う
従
来
の
2
つ

の
路
線
に
第
三
の
路
線

(
E
E
5
5
と
し
て
「
食
料
へ
の
権
利
」
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
評
価
し
弘
同
時
に
、

彼
は
同
年
4
月
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
食
料
危
機
と
食
料
へ
の
権
利
に
関
す
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
会
合
」
で
行
な
っ
た
基

調
講
演
で
、
「
食
料
へ
の
権
利
へ
の
言
及
は
、
飢
餓
と
栄
養
不
足
に
効
果
的
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
は
食
料
の
増
産
や

援
助
の
増
額
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
「
食
料
へ
の
権
利
」

を
単
な
る
グ
ッ
ド
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
媛
小
化
し
た
り
、
従
来
の
2
つ
の
路
線
と
並
列
的
に
扱
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な

い
と
強
調
し
た
。
食
料
緊
急
支
援
も
食
料
増
産
も
、
対
象
と
す
る
受
益
者
の
基
本
的
人
権
と
し
て
の
「
食
料
へ
の
権

利
」
と
そ
の
実
現
に
対
す
る
国
家
・
国
際
社
会
の
法
的
義
務
の
遵
守
を
土
台
に
据
え
て
は
じ
め
て
十
全
に
追
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

食
料
援
助
に
関
連
す
る
国
際
法
に
、
「
食
料
援
助
規
約
」

(
1
9
6
7
年
採
択
、

ω年
改
定
)
と
「
援
助
効
果
に
関

す
る
パ
リ
宣
言
」

(
2
0
0
5
年
)
が
あ
る
。
後
者
は
1
2
2
か
国
の
政
府
、
幻
の
国
際
機
関
・
地
域
開
発
銀
行
、
世

界
銀
行
、

O
E
C
D
、
非
政
府
組
織
の
承
認
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
、
援
助
国
中
心
の
考
え
方

2
8
2
1舟
守

g)
か
ら
受
益
者
中
心
の
考
え
方
(
言
。
宏
人

E
Zロ
)
へ
と
援
助
戦
略
を
転
換
す
る
必
要
性
が
一
植
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
ノ

し
た
到
達
点
を
ふ
ま
え
、
デ
シ
ユ
ツ
タ

1
氏
は

2
0
0
9
年
3
月
の
人
権
理
事
会
へ
の
報
告
(
〉
¥
出
向
の
¥
5
¥
印
)
の
中

で
、
「
食
料
へ
の
権
利
」
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
と
づ
く
国
際
開
発
協
力
お
よ
び
食
料
援
助
の
あ
り
方
を
次
の
よ
う
に
整
理

し
た
。

第 5章

第
一
に
、
援
助
国
の
商
業
的
・
戦
略
的
な
利
害
か
ら
切
り
離
し
、
「
食
料
へ
の
権
利
」
実
現
の
手
段
と
し
て
位
置
づ

け
る
必
要
が
あ
る
。
第
二
に
、
従
来
の
援
助
国
と
被
援
助
国
と
い
う
こ
国
間
関
係
か
ら
、
最
終
的
な
受
益
者
(
被
援
助

者
)
が
積
極
的
役
割
を
果
た
す
よ
う
な
三
者
関
係
に
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
三
に
、
援
助
国
と
被
援
助
国
の
政
府

が
「
義
務
履
行
者
」
、
最
終
的
受
益
者
が
「
権
利
保
持
者
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
政
策
の
立
案
・
執
行
・
評
価

を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
第
四
に
、
緊
急
食
料
援
助
の
必
要
性
と
被
援
助
国
に
お
け
る
地
域
食
料
市
場
の
確
立
や

食
料
安
全
保
障
の
促
進
の
必
要
性
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
鑑
み
、
資
金
供
与
を
通
じ
た
援
助
食
料
の
域
内
調
達
に
心
が
け
、

援
助
依
存
を
回
避
す
る
た
め
の
明
確
な
出
口
戦
略
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

他
方
、
国
際
開
発
協
力
に
つ
い
て
は
、

2
0
0
5
年
ロ
月
の
国
連
総
会
決
議
(
〉
¥
同
開
∞
¥
8
¥忌
日
)
で
、
世
界
銀
行

と
I
M
F
の
責
務
が
初
め
て
明
記
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
「
世
界
銀
行
と

I
M
F
を
含
む
す
べ
て
の
関
係
国
際
機
関
が
、

食
料
へ
の
権
利
に
肯
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
政
策
と
事
業
を
促
進
し
、
共
同
事
業
者
が
事
業
遂
行
に
お
い
て
食
料
へ
の

権
利
を
尊
重
す
る
こ
と
を
確
保
し
、
加
盟
国
が
食
料
へ
の
権
利
の
達
成
に
向
け
て
講
じ
る
戦
略
を
支
持
し
、
そ
し
て
食

料
へ
の
権
利
の
実
現
に
否
定
的
影
響
を
及
ぼ
す
い
か
な
る
行
動
も
回
避
す
る
よ
う
要
請
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
先
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に
、
人
権
の
尊
重
、
保
護
、
促
進
と
い
う
国
家
の
義
務
に
ふ
れ
た
が
、
そ
れ
に
も
類
似
し
た
責
務
が
こ
こ
に
明
瞭
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
国
際
経
済
機
関
に
も
国
家
と
同
様
に
国
際
法
人
格
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

国
家
と
は
違
っ
て
条
約
等
の
締
結
資
格
は
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
日
的
や
活
動
も
各
々
の
定
款
に
規
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
国
際
機
関
に
人
権
条
約
上
の
法
的
な
遵
守
義
務
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
専
門
家
の
関
で
も
見
解
が
分

か
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
な
か
で
国
際
経
済
機
関
や
多
国
籍
企
業
の
影
響
力
が
国

家
の
規
制
能
力
を
凌
駕
す
る
ま
で
に
高
ま
り
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
国
家
の
規
制
能
力
を
剥
奪
し
な
が
ら
経
済
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
推
し
進
め
、
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
権
利
の
実
現
に
否
定
的
影
響
を
及
ぼ
す
場
面
が
増
え
て
い
る
状
況
を

背
景
に
、
近
年
で
は
程
度
の
差
は
あ
れ
国
際
機
関
の
国
際
法
上
の
義
務
を
認
め
る
意
見
が
広
が
っ
て
い
む

た
と
え
ば
、

2
0
0
1
1
侶
年
に
国
際
法
の
専
門
家
グ
ル
ー
プ
が
作
成
し
た
「
世
界
銀
行
・

I
M
F
と
人
権
に
関
す

る
テ
イ
ル
ブ
ル
グ
指
導
原
則
」
が
興
味
深
い
J

世
界
銀
行
・

I
M
F
は
国
連
憲
章
に
も
と
づ
い
て
国
連
と
協
定
を
結
ん

だ
専
門
機
関
と
し
て
組
織
的
に
独
立
し
た
地
位
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
理
由
に
多
く
の
国
連
決
議
や
国
連
勧
告

か
ら
免
れ
て
い
る
と
自
ら
解
釈
し
て
き
た
が
、
実
際
に
は
人
権
を
含
む
国
際
法
や
国
連
叢
章
か
ら
外
れ
て
存
在
す
る
わ

け
で
は
な
い
。
向
指
導
原
則
に
よ
れ
ば
、
人
権
の
究
極
的
な
義
務
履
行
者
は
依
然
と
し
て
国
家
に
あ
る
が
、
国
際
法
人

格
を
有
す
る
両
機
関
も
ま
た
自
ら
の
事
業
や
政
策
の
立
案
・
実
施
に
あ
た
っ
て
人
権
を
尊
重
す
る
責
務
を
負
う
と
い
う

国
際
法
上
の
義
務
を
有
す
る
。
両
機
関
を
統
治
す
る
加
盟
国
は
人
権
を
含
む
国
際
法
上
の
義
務
に
拘
束
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
国
連
機
関
の
一
員
と
し
て
人
権
を
含
む
国
連
憲
章
の
目
的
と
原
則
に
従
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
「
国
連

加
盟
国
の
こ
の
憲
章
に
基
づ
く
義
務
と
他
の
い
ず
れ
か
の
国
際
協
定
に
基
づ
く
義
務
と
が
抵
触
す
る
と
き
は
、
こ
の
憲

工86

章
に
基
づ
く
義
務
が
優
先
す
る
」
(
第
1
0
3
条
)
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
機
関
は
そ
の
活

動
や
機
能
の
す
べ
て
の
側
面
に
わ
た
っ
て
人
権
へ
の
配
慮
を
組
み
入
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
借
り
手
の
人
権
履
行
を
妨

げ
て
は
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
加
盟
国
は
国
内
的
・
国
際
的
な
人
権
義
務
の
遵
守
・
履
行
を
妨
げ
る
よ
う
な
措
置
を

両
機
関
が
講
じ
る
こ
と
に
同
意
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
同
指
導
原
則
の
趣
旨
で
あ
る
。
世
界
銀
行
・

I
M

F
の
構
造
調
整
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
く
の
途
上
国
で
引
き
起
こ
し
て
き
た
問
題
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
国
際
法
解

釈
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

〈

3
)
多
国
籍
企
業
行
動
規
範
と
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

第 5章

経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
は
、
一
方
で
国
境
を
越
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
多
国
籍
企
業
の
事
業
活
動
が

社
会
・
経
済
・
文
化
・
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
力
を
肥
大
化
さ
せ
、
他
方
で
新
自
由
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
浸
透
に

よ
っ
て
国
家
の
規
制
主
体
と
し
て
の
影
響
力
を
弱
体
化
さ
せ
て
い
る
。
だ
が
、
新
自
由
主
義
の
浸
透
が
あ
ろ
う
が
な

か
ろ
う
が
、
国
家
に
そ
の
政
治
的
意
思
が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
多
国
籍
企
業
の
行
動
が
人
び
と
の
社
会
権
的
権

利
の
享
受
に
及
ぼ
す
否
定
的
影
響
を
規
制
す
る
こ
と
に
は
、
法
制
度
上
の
困
難
が
つ
き
ま
と
う
。
多
国
籍
企
業
は
国

家
の
法
的
権
限
が
及
ぶ
管
轄
権
を
飛
び
越
え
て
事
業
展
開
を
行
な
う
が
、
そ
れ
ゆ
え
必
要
と
さ
れ
る
国
際
的
次
元
で

の
規
制
枠
組
み
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
市
場
制
度
の
整
合
性
(
門
誌
己
主
。
口
問
。
吋

σ5-58)

を
追
求
す
る
国
際
経
済
法
の
分
野
は
と
も
か
く
、
そ
れ
よ
り
普
遍
性
を
有
す
る
人
権
保
障
の
た
め
の
多
国
籍
企
業
規

制

(Bm巳
巳
芯
ロ
え
ず

5
5
2
ω
)
に
国
際
法
上
の
執
行
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
欠
落
し
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
も
ち
ろ
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ん
、
民
間
企
業
も
国
家
・
国
際
機
関
と
同
様
に
国
際
人
権
法
上
の
規
範
的
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
否
定
す
る
者
は

い
な
い
が
、
そ
の
法
的
執
行
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
不
在
の
も
と
で
、
民
間
企
業
に
ど
こ
ま
で
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
法
的
義

(
お
)

務
を
負
わ
せ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
の
間
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
き
た
。

た
と
え
ば
、
個
別
企
業
や
業
界
ご
と
・
品
目
ご
と
に
導
入
さ
れ
て
い
る
企
業
原
則
や
監
査
報
告
制
度
、
基
準
認
証
制

度
等
の
「
企
業
の
社
会
的
責
任

(
C
S
R
)
」
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
自
主
的
行
動
規
範
が
主
流
と
な
っ

て
い
る
が
、
自
主
規
制
ゆ
え
の
限
界
は
明
ら
か
で
あ
総

C
S
R
を
掲
げ
る
多
国
籍
企
業
が
国
家
的
・
間
際
的
な
規
制

の
届
か
な
い
途
上
国
の
現
場
で
依
然
と
し
て
続
け
て
い
る
非
倫
理
的
な
企
業
活
動
の
例
も
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
百
他

方
、
国
際
労
働
機
関

(
I
L
O
)
の
「
多
国
籍
企
業
及
び
社
会
政
策
に
関
す
る
原
則
の
三
者
宣
言
」
や
人
権
関
連
条
約
、

経
済
協
力
開
発
機
構

(
O
E
C
D
)
の
「
多
国
籍
企
業
行
動
指
針
」
、
あ
る
い
は
「
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
」

な
ど
、
よ
り
包
括
的
な
多
国
籍
企
業
行
動
規
範
や
諸
手
続
き
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
も
基
本
的
に
は
企
業
の
自
主
規
制

に
依
拠
し
て
い
る
た
め
限
界
性
は
否
め
な
い
が
、
た
と
え
ば

O
E
C
D
「
多
国
籍
企
業
行
動
指
針
」
に
は
企
業
の
不
当

労
働
行
為
や
人
権
侵
害
に
対
す
る
申
立
制
度
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
労
働
組
合
等
に
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

国
連
人
権
理
事
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
「
多
国
籍
企
業
及
び
そ
の
他
企
業
の
人
権
へ
の
責
任
に
関
す
る
行
動
規
範
」
に

も
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、

2
0
0
3
年
に
小
委
員
会
で
採
択
(
開
¥
の
z
h
¥
∞与
-
N
¥
N
C
C
ω
¥
尽
¥
H
N
2
・N)

さ
れ
て
以
降
は

進
展
が
な
く
、
「
企
業
の
社
会
的
責
任
を
促
進
す
る
努
力
に
水
を
差
す
も
の
」
と
す
る
国
際
産
業
団
体
か
ら
の
批
判
も

強
い
た
め
、
今
日
に
至
る
ま
で
法
的
拘
束
力
の
な
い
象
徴
的
な
行
動
規
範
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
多
国
籍
企

業
規
制
の
枠
組
み
と
そ
の
具
体
化
を
検
討
す
る
際
に
重
要
な
参
照
点
と
さ
れ
て
い
る
。

r88 

第 5章

(
お
)

こ
れ
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
国
別
・
テ
1
マ
別
の
人
権
侵
害
に
対
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
、
人
権
理
事
会
の
申
立
手
続
き
や
社
会
権
規

約
委
員
会
の
個
人
通
報
制
度
の
対
象
を
多
国
籍
企
業
に
も
広
げ
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
特
別
報
告
者
制
度
の
活
用
も

可
能
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
人
権
理
事
会
の
決
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
部
締
約
国
か
ら
の

抵
抗
も
予
想
さ
れ
る
。
他
方
、
現
行
制
度
で
も
、
た
と
え
ば
国
別
の
調
査
報
告
に
お
い
て
当
該
国
で
操
業
す
る
多
国
籍

企
業
の
人
権
侵
害
を
告
発
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
国
連
機
関
の
し
か
る
べ
き
場
で
名
指
し
さ
れ
、
記
録
に
残
る
と

い
う
「
不
名
誉
」
を
別
と
す
れ
ば
、
多
国
籍
企
業
の
行
動
を
直
接
に
規
制
す
る
効
果
は
限
ら
れ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市

民
社
会
組
織
の
監
視
・
告
発
活
動
と
連
動
す
れ
ば
、
二
疋
の
有
効
性
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
第
二
に
、
国
家
管
轄
権
の
域

外
適
用
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
域
外
適
用
義
務
」
と
し
て
積
極
的
に
支
持
す
る
国
際
人
権
法
専
門
家
も
少
な
く
な
い
。
そ

の
根
拠
は
「
国
連
憲
章
」
や
「
社
会
権
規
約
」
で
も
植
わ
れ
て
い
る
「
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
普
遍
的
な
尊
重
及
び

道
守
の
た
め
の
国
際
協
力
の
義
務
」
に
求
め
ら
れ
る
。
国
家
管
轄
権
内
で
保
障
す
べ
き
市
民
権
と
の
違
い
か
ら
、
普
遍

的
人
権
の
実
現
を
「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
義
務
」
と
と
ら
え
る
議
論
も
あ
匂
人
権
侵
害
の
現
場
が
多
国
籍
企
業
の
直

接
投
資
を
受
け
入
れ
て
い
る
開
発
途
上
国
で
あ
る
場
合
が
多
い
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
多
国
籍
企
業
の
本
国
で
あ
る
先

進
国
政
府
に
も
国
際
人
権
法
上
の
義
務
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、
当
事
国
だ
け
で
な
く
国
際
社
会
全
体
が
こ
れ
に

積
極
的
に
関
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
は
1
7
8
9
年
制
定

の
「
外
国
人
不
当
行
為
責
任
追
及
訴
訟
法

(
A
T
C
A
)
」
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
籍
で
な
く
と
も
何
ら
か
の
か
か
わ
り

の
あ
る
企
業
が
海
外
で
引
き
起
こ
し
た
人
権
侵
害
や
環
境
破
壊
に
対
し
て
、
被
害
者
や
そ
の
代
理
人
が
当
該
企
業
を
ア
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メ
リ
カ
の
法
廷
で
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
人
権
N
G
O
が
西
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
児

童
労
働
を
使
っ
て
栽
培
さ
れ
た
カ
カ
オ
の
主
要
取
引
業
者
(
カ
l
ギ
ル
、
ネ
ス
レ
、

A
D
M
)
を
訴
え
た
際
に
依
拠
し

た
の
も
こ
の
法
律
で
あ
る
。
第
三
に
、
不
当
行
為
賠
償
責
任
に
と
ど
ま
ら
ず
、
刑
事
責
任
を
も
多
国
籍
企
業
に
追
及
す

る
可
能
性
、
た
と
え
ば
、
個
人
の
刑
事
責
任
に
限
ら
れ
て
い
る
国
際
刑
事
裁
判
所

(
I
C
C
)
の
訴
追
対
象
を
法
人
企

業
に
ま
で
拡
張
で
き
る
か
ど
う
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
一
部
の
市
民
社
会
組
織
が
、
多
国
籍
企
業

の
事
業
活
動
に
と
も
な
う
経
済
犯
罪
を
審
議
す
る
「
国
際
民
衆
法
廷
」
と
そ
の
た
め
の
法
的
拘
束
力
の
あ
る
企
業
行
動

(
お
)

規
範
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
σ

2
0
0
9
年
ロ
月
の
国
連
総
会
に
デ
シ
ユ
ツ
タ

I
氏
が
提
出
し
た
報
告
書
で
は
、
そ
う
し
た
国
際
法
理
論
的
検
討
や

法
的
執
行
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
具
体
的
提
案
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
。
議
論
の
焦
点
は
、
と
く
に
小
農
や
農
場

労
働
者
の
「
食
料
へ
の
権
利
」
を
含
む
社
会
権
的
権
利
の
実
現
に
及
ぼ
す
多
国
籍
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
具
体
的
な
影
響

力
と
、
そ
れ
を
規
制
す
る
た
め
の
国
家
お
よ
び
企
業
自
身
の
責
務
に
関
す
る
提
案
に
お
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国

家
に
対
し
て
は
、
①
農
業
食
料
部
門
に
関
連
す
る

I
L
O
条
約
を
批
准
し
て
農
場
労
働
者
の
保
護
に
努
め
る
こ
と
、
②

し
か
る
べ
き
措
置
を
講
じ
て
労
働
関
連
法
令
の
遵
守
状
況
を
監
視
す
る
こ
と
、
③
小
農
の
市
場
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る

た
め
、
国
内
お
よ
び
地
域
市
場
の
強
化
、
協
同
組
合
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ボ
l
ド
の
設
立
、
公
的
調
達
シ
ス
テ
ム
の

活
用
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
促
進
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
、
④
寡
占
的
な
企
業
行
動
に
よ
っ
て
小
農
に
不
当

な
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
し
か
る
べ
き
規
制
措
置
を
講
じ
て
小
農
の
市
場
交
渉
力
を
高
め
る
こ
と
、
⑤

企
業
が
導
入
す
る
認
証
基
準
等
が
小
農
に
過
度
な
負
担
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ー
ド
チ
ェ

1
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ン
に
対
す
る
公
的
規
制
を
講
じ
る
こ
と
、
を
勧
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
に
対
し
て
は
、
①
買
い

手
の
立
場
で
不
当
な
影
響
力
を
行
使
し
な
い
こ
と
、
②
国
際
枠
組
み
除
制

(
I
F
A
)
の
締
結
や

I
L
O
基
準
の
遵
守

に
供
給
業
者
を
支
援
し
な
が
ら
巻
き
込
み
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
通
じ
た
雇
用
・
労
働
条
件
の
適
正
化
に
努
め

る
こ
と
、
③
食
品
安
全
や
社
会
的
・
環
境
的
な
認
証
基
準
の
策
定
と
遵
守
に
小
農
を
巻
き
込
み
、
彼
ら
の
グ
ロ
ー
バ

ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
こ
と
、
④
契
約
農
業
に
関
す
る
交
渉
に
捺
し
て
は
小
農
の
「
食

料
へ
の
権
利
」
を
尊
重
す
る
こ
と
、
⑤
売
場
確
保
や
情
報
提
供
を
通
じ
て
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
促
進
す
る
こ
と
、
を
勧

告
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
を
紹
介
し
た

2
0
1
0
年
3
月
5
日
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
は
、
「
小
農
と
ア
グ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
と
の
力
関
係
の
不
均
衡
は
正
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
見
出
し
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

4 

5烹

業
科
学
技
術
と
種
子
制
度

遺
伝
資
j原

第 5章

ゲ
イ
ツ
財
団
や
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
よ
っ
て

2
0
0
6
年
に
設
立
さ
れ
、
ア
ナ
ン
前
国
連
事
務
総
長
が
会
長
を

務
め
る

A
G
R
A
(
ア
フ
リ
カ
緑
の
革
命
同
盟
)
は
、
「
食
料
危
機
」
へ
の
対
応
策
と
し
て
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
農
業

生
産
の
向
上
を
重
視
し
、
品
種
改
良
(
種
子
)
や
土
壌
改
良
(
肥
料
)
、
物
流
イ
ン
フ
ラ
や
市
場
ア
ク
セ
ス
を
含
む
農

業
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
向
上
を
め
ざ
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
援
を
進
め
て
い
る
。

A
G
R
A
は
「
持
続
可
能
性
」

や
「
農
民
的
知
識
」
な
ど
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
事
業
が
ど
こ
ま
で
環
境
的
・
社
会
的
な
負
荷
を
も
た
ら
し
て

き
た
従
来
型
の
技
術
移
転
モ
デ
ル
と
生
産
力
主
義
的
開
発
モ
デ
ル
か
ら
の
転
換
を
も
た
ら
す
か
、
小
農
・
市
民
社
会
組

織
か
ら
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
デ
シ
ユ
ツ
タ
l
氏
は
マ
ル
チ
ス
テ
l
ク
ホ
ル
ダ
ー
会
合
を

2
0
0
8
年
ロ
月
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に
招
集
し
、

ア
フ
リ
カ
「
緑
の
革
命
」
の
あ
り
方
を
議
論
し
た
。
同
会
合
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
に
込
め
ら
れ
た

(
却
)

デ
シ
ユ
ツ
タ
l
氏
の
主
張
は
明
確
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
農
業
の
発
展
が
必
要
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
技
術
だ
け
の
問
題

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
ア
フ
リ
カ
「
緑
の
革
命
」
を
め
ぐ
る
論
争
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
農
業
発
展
モ
デ
ル
の
選
択
を

め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
こ
で
も
根
底
に
貫
か
れ
る
べ
き
判
断
基
準
は
「
食
料
へ
の
権
利
」
を
い
か
に
実

現
す
る
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
食
料
の
増
産
は
必
要
だ
が
十
分
条
件
で
は
な
く
、
ア
フ
リ
カ
農
業
が
直
面
し
て
い
る

問
題
の
根
本
的
解
決
に
つ
な
が
る
保
証
は
な
い
。
農
業
モ
デ
ル
の
選
択
を
誤
れ
ば
、
か
つ
て
の
「
緑
の
革
命
」
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
環
境
的
負
荷
や
社
会
的
不
均
衡
を
招
き
、
「
食
料
へ
の
権
利
」
の
実
現
に
逆
行
す
る
事
態
も
予
想
さ
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れ
る
。そ
の
際
、
過
去
の
「
緑
の
革
命
」
か
ら
い
か
な
る
教
訓
を
引
き
出
す
の
か
、
そ
の
一
方
で
数
々
の
実
績
を
あ
げ
て
い

る
(
に
も
か
か
わ
ら
ず
誤
解
さ
れ
て
い
る
)
農
業
生
態
系
利
用
型
の
農
業
モ
デ
ル
を
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
が
関
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
、
デ
シ
ユ
ツ
タ
l
氏
も
多
く
を
依
拠
す
る
よ
う
に
、

2
0
0
8
年
4
月
に
ま
と
め
ら

れ
た
「
開
品
川
切
た
め
の
農
業
に
関
す
る
知
識
・
科
学
・
技
術
に
関
す
る
国
際
的
検
証

(
I
A
A
S
T
D
)
」
の
成
果
が

参
考
に
な
る
σ
こ
れ
は
国
連
機
関
と
世
界
銀
行
が
2
0
0
2
年
に
発
足
さ
せ
た
国
際
的
協
議
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
「
貧

困
と
飢
餓
の
削
減
、
農
村
生
活
の
改
善
、
持
続
的
な
発
展
の
た
め
に
、
農
業
に
関
す
る
知
識
・
科
学
・
技
術
を
よ
り
よ

(
必
)

く
利
用
す
る
た
め
の
方
策
」
を
、
関
連
学
会
や
市
民
社
会
組
織
、
そ
し
て
民
間
企
業
を
含
め
、
世
界
中
か
ら
4
0
0

名
を
超
え
る
専
門
家
の
参
加
を
得
な
が
ら
4
年
近
く
の
歳
月
を
か
け
て
検
証
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
本
体
だ
け
で

6

0

0
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
間
報
告
書
は
全
体
を
通
じ
て
、
持
続
的
で
公
平
な
農
業
開
発
に
お
け
る
小
規
模
生
産
者
の
潜
在

能
力
を
強
く
支
持
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
る
収
量
向
上
と
大
規
模
化
に
よ
る
生
産
性

向
上
へ
の
成
果
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
が
一
方
で
大
き
な
環
境
負
荷
と
な
り
、
他
方
で
発
展
途
上
国
に
お
け
る
貧
困
問

題
を
解
決
で
き
ず
に
き
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
化
学
肥
料
や
農
薬
、
特
許
種
子
等
の
外
部
投
入
財
へ
の

依
存
で
は
な
く
、
多
様
な
農
業
生
態
系
の
理
解
と
そ
の
活
用
、
そ
こ
で
培
わ
れ
て
き
た
農
民
的
知
識
や
農
村
女
性
の
役

割
の
再
評
価
、
そ
れ
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
支
援
す
る
科
学
者
と
の
協
力
(
た
と
え
ば
農
民
参
加
型
育
種
)
や
制

度
・
政
策
環
境
の
整
備
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

新
し
い
農
業
技
術
の
可
能
性
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

2
0
0
7
年
5
月
の
国
際
会
議
で
報
告
し
た

F
A

O
担
当
者
は
、
有
機
農
業
等
の
生
態
系
利
用
型
農
業
は
「
伝
統
的
・
経
験
的
な
農
業
を
改
善
す
る
た
め
に
学
際
的
な
科

学
的
専
門
知
を
活
用
す
る
と
い
う
意
味
で
ネ
オ
ト
ラ
デ
イ
シ
ヨ
ナ
ル
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
で
あ
台
と
喝
破
し
た
が
、

I
A
A
S
T
D
報
告
書
も
同
様
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

2
0
0
8
年
に
発
表
さ
れ
た

U
N
E
P
と
U
N
C
T
A
D
の

合
同
作
業
部
会
報
告
書
「
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
有
機
農
業
と
食
料
安
全
保
障
」
も
河
様
の
結
論
に
至
っ
て
お
り
、
農
業

生
態
系
利
用
型
農
業
技
術
と
そ
の
研
究
開
発
と
普
及
支
援
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
呼
び
か
け
て
い
弘
デ
シ
ユ
ツ
タ

l
氏
も
、
こ
う
し
た
農
業
生
態
系
利
用
型
ア
プ
ロ
ー
チ
の
「
食
料
へ
の
権
利
」
実
現
へ
の
貢
献
可
能
性
に
一
貫
し
て
注

目
し
て
お
り
、

2
0
1
0
年
6
月
に
は
当
該
テ

l
マ
に
つ
い
て
の
国
際
セ
ミ
ナ
ー
を
招
集
し
て
い
る
。

か
つ
て
人
権
委
員
会
や
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所
が
T
R
I
P
S
協
定
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出
し
た
こ
と
が
あ
る

が
、
議
論
の
焦
点
は
医
薬
品
分
野
、
と
く
に
H
I
V
/
A
I
D
S
に
苦
し
む
ア
フ
リ
カ
等
の
途
上
国
貧
困
層
が
先
進
国

企
業
に
よ
る
特
許
戦
略
に
よ
っ
て
安
価
な
治
療
薬
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
問
題
に
当
て
ら
れ
て
い
た
。
農
業
分
野
と
く
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に
種
子
・
遺
伝
資
源
を
め
ぐ
る
知
的
所
有
権
の
問
題
が
本
格
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
デ
シ
ユ
ツ
タ

1
氏
が
2
0

0
9
年
7
月
の
国
連
総
会
に
提
出
し
た
報
告
書
(
〉
¥
訟
¥
見
。
)
が
初
め
て
で
あ
る
。
氏
は
そ
の
中
で
「
農
業
分
野
の
研

究
開
発
が
一
般
的
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
種
子
政
策
を
構
築
す
る
上
で
重
要
な
の
は
、
当
該
技
術
が
農
業
に
も
た
ら

し
う
る
便
益
に
つ
い
て
の
先
入
観
で
は
な
く
、
そ
れ
が
食
料
安
全
保
障
、
と
り
わ
け
も
っ
と
も
立
場
の
弱
い
農
民
が
自

ら
の
生
計
を
よ
り
良
く
す
る
能
力
に
及
ぼ
す
影
響
を
注
意
深
く
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
、
こ
こ
で
も
「
食
料

へ
の
権
利
」
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
恰

国
家
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
は
、
も
っ
と
も
貧
し
く
脆
弱
な
部
分
を
含
む
す
べ
て
の
農
民
が
食
料
お
よ
び
生
産
手
段

(
農
地
、
水
、
そ
し
て
種
子
)
に
物
理
的
・
経
済
的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
権
利
を
尊
重
・
保
護
・
促
進
す
る
こ
と
で
あ

る
。
社
会
権
規
約
は
第
日
条
で
「
科
学
の
進
歩
及
び
そ
の
利
用
に
よ
る
利
益
を
享
受
す
る
権
利
」
を
す
べ
て
の
人
に
保

障
し
て
い
る
。
だ
が
、
品
種
改
良
や
種
子
生
産
と
い
う
営
為
が
農
民
的
生
産
過
程
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
そ
れ
を
か
ろ
う

じ
て
担
っ
て
き
た
公
的
試
験
研
究
機
関
の
役
割
も
後
退
し
、
今
日
で
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
等
の
高
度
技
術
を
知
的

所
有
権
に
よ
っ
て
聞
い
込
む
民
間
種
子
企
業
が
種
子
事
業
を
支
配
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
農
民
の
種
子
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
は
そ
う
し
た
「
商
業
種
子
シ
ス
テ
ム
」
を
規
制
し
て
、
す
べ
て
の
農
民

が
利
益
を
享
受
で
き
る
よ
う
な
方
向
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
同
時
に
、
国
家
は
伝
統
的
な

「
農
民
的
種
子
シ
ス
テ
ム
」
を
保
全
・
強
化
し
て
、
た
と
え
ば
伝
統
的
知
識
と
科
学
的
知
識
を
融
合
さ
せ
た
参
加
型
育

種
を
取
り
入
れ
な
が
ら
農
民
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
依
然
と
し
て
多
く
の
途
上
国
農
民

が
自
家
採
種
や
種
苗
交
換
に
依
存
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な
い
。
ま
す
ま
す
強
ま
る
資
源
制
約
の
も
と
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で
、
あ
る
程
度
の
食
料
増
産
を
達
成
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
増
収
性
の
改
良
品
種
を
導
入
す
れ
ば
食
料
安
全
保
障
が

達
成
さ
れ
る
と
い
う
単
線
的
な
考
え
方
は
、
経
験
に
よ
っ
て
も
、
近
年
の
科
学
研
究
の
成
果
に
よ
っ
て
も
正
当
性
を

失
っ
て
い
る
。
各
地
域
の
自
然
的
・
社
会
的
・
文
化
的
な
環
境
に
適
し
た
在
来
種
を
作
物
遺
伝
資
源
と
し
て
利
用
し
、

農
業
生
物
多
様
性
と
し
て
保
全
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
と
り
わ
け
気
候
変
動
下
の
食
料
安
全
保
障
を
確
保

し
、
同
時
に
社
会
権
的
権
利
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
知
的
所
有
権
で
囲
い
込
ま
れ
つ
つ
あ
る
作

物
遺
伝
資
源
の
多
く
は
伝
統
的
な
「
農
民
的
種
子
シ
ス
テ
ム
」
が
育
ん
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

T
R
I
P
S
や
U
F

O
V
等
の
国
際
知
的
所
有
権
レ
ジ
ー
ム
は
「
農
民
的
権
利
」
を
排
除
す
る
方
向
に
動
い
て
い
る
が
、
法
制
度
上
は
加

盟
国
の
柔
軟
な
対
応
を
認
め
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
食
料
農
業
植
物
遺
伝
資
源
条
約
I
T
P
G
R
も
主
要
農
作

物
の
遺
伝
資
源
を
公
共
財
化
す
る
試
み
と
し
て
有
効
で
あ
る
。
関
係
す
る
国
際
機
関
は
加
盟
国
と
く
に
開
発
途
上
国

が
各
々
の
条
件
に
適
し
た
種
子
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
作
物
遺
伝
資
源
の
保
全
と
利
用
を
図
っ
て
い
く
た
め
の
努
力

を
支
援
す
べ
き
で
あ
る
、
等
々
。
デ
シ
ユ
ツ
タ

l
氏
は
こ
の
よ
う
な
議
論
を
具
体
的
実
践
事
例
も
交
え
な
が
ら
展
開

し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
食
料
安
全
保
障
、
農
業
生
物
多
様
性
保
全
を
同
時
に
達
成
す
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
ま
た

「
食
料
へ
の
権
利
」
の
漸
進
的
実
現
の
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
種
子
政
策
の
構
築
と
実
施
を
、
各

国
・
国
際
機
関
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
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国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
の
可
能
性
一
む
す
び
に
か
え
て

本
章
は
国
連
を
中
心
に
議
論
さ
れ
て
き
た
「
食
料
へ
の
権
利
」
論
に
着
目
し
、
ま
ず
第
2
節
で
、
そ
の
背
景
と
し

て
戦
後
国
際
社
会
の
総
意
に
よ
っ
て
形
成
・
発
展
し
て
き
た
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
の
枠
組
み
を
整
理
し
た
。
第
3
節

で
は
、
「
食
料
へ
の
権
利
」
論
が
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
の
重
要
な
構
成
部
分
と
し
て
着
実
に
国
際
社
会
に
浸
透
し
、
国

際
法
上
の
普
遍
的
な
概
念
と
し
て
具
体
化
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
、
そ
の
概
念
的
内
容
も
含
め
明
ら
か
に
し
た
。
第
4

節
で
は
、
悶
連
人
権
理
事
会
「
食
料
へ
の
権
利
」
特
別
報
告
者
の
活
動
の
到
達
点
に
も
学
び
な
が
ら
、
「
食
料
へ
の
権

利
」
論
の
具
体
化
作
業
の
過
程
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
お
も
な
論
点
、
す
な
わ
ち
①
自
由
貿
易
レ
ジ
ー
ム
下
の

W

T
O
農
業
交
渉
に
つ
い
て
、
②
食
料
援
助
お
よ
び
国
際
経
済
機
関
に
よ
る
開
発
協
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
③
多
国

籍
企
業
の
行
動
規
範
、
と
く
に
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
と
小
農
・
農
業
労
働
者
と
の
非
対
称
な
関
係
に
つ
い
て
、
そ
し
て

④
ア
フ
リ
カ
「
緑
の
革
命
」
や
国
際
知
的
所
有
権
レ
ジ
ー
ム
下
の
種
子
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
検

証
し
な
が
ら
、
「
食
料
へ
の
権
利
」
ア
プ
ロ
ー
チ
の
具
体
的
な
内
容
と
構
想
を
明
ら
か
に
し
た
。

農
業
・
食
料
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
パ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
原
則
や
規
範
、
政
策
手
続
き
等
の
制
度
化
を
め
ぐ
っ
て
、

基
本
的
に
は
自
由
貿
易
レ
ジ
ー
ム
を
推
し
進
め
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
主
体
、
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
等
の
覇
権
的
国
家
、
多
国

籍
企
業
、
世
界
銀
行
・

I
M
F
や
W
T
O
等
の
国
際
経
済
機
関
が
圧
倒
的
な
影
響
力
を
行
使
す
る
支
配
構
造
が
続
い
て

い
る
。
そ
れ
は
市
場
で
の
経
済
的
影
響
力
や
そ
れ
を
反
映
し
た
政
治
的
影
響
力
だ
け
で
な
い
。
問
題
と
な
る
事
象
に
対

第 5章

す
る
考
え
方
や
規
範
的
信
条
、
科
学
的
知
見
な
ど
が
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
主
体
に
よ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
戦
略
(
同
意
に
よ
る

支
配
)
を
通
じ
て
政
策
形
成
や
支
配
構
造
に
影
響
を
及
ぼ
す
あ
り
方
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

国
連
機
関
も
そ
の
よ
う
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
行
使
の
場
で
あ
り
、
人
権
理
事
会
や
F
A
O
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
だ
が
同

時
に
、
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
の
一
部
を
構
成
す
る
閏
連
「
食
料
へ
の
権
利
」
論
が
、
国
連
総
会
や
人
権
理
事
会
、
各
種

国
際
会
合
、
学
術
専
門
家
組
織
、
メ
デ
ィ
ア
と
い
っ
た
国
際
的
公
共
空
間
を
通
じ
て
国
際
社
会
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
対
抗
す
る
た
め
の
「
場
」
と
「
手
段
」
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
、
本
章
の
考
察
か
ら
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
う
し
た
国
際
社
会
で
の
動
き
が
、
ピ
ア
・
カ
ン
ペ
シ

1
ナ
等
に
よ
っ
て
掲
げ
ら
れ
て
き
た
小
農
・
市
民
社
会
運

動
と
し
て
の
「
食
料
主
権
」
論
と
も
連
動
し
な
が
ら
、
新
自
由
主
義
的
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

1
シ
ヨ
ン
(
自
由
貿
易
レ
ジ
ー

ム
)
に
対
抗
し
う
る
強
国
な
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
と
し
て
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
切
望
さ
れ
る
。

な
お
、
本
章
で
は
便
宜
的
に
「
食
料
へ
の
権
利
」
と
「
食
料
主
権
」
を
相
補
的
な
概
念
と
し
て
捉
え
た
が
、
そ
れ
は

両
者
が
代
替
可
能
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
他
章
で
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
食
料
主
権
」
は

社
会
運
動
の
場
で
提
起
さ
れ
、
急
速
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
政
治
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
り
、
そ
の
主
張
に
は
生
産
と

消
費
の
現
場
か
ら
突
き
上
げ
ら
れ
た
リ
ア
ル
な
重
み
が
あ
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
食
料
へ
の
権
利
」
に
含
ま
れ
る
よ
う

な
法
規
範
的
な
厳
密
性
と
普
遍
性
と
い
う
点
で
弱
点
を
も
っ
て
い
恒
両
ア
プ
ロ
ー
チ
が
各
々
の
役
割
を
果
た
し
な
が

ら
、
基
本
的
人
権
と
し
て
の
「
食
料
へ
の
権
利
」
が
国
内
的
・
国
際
的
な
次
元
で
の
政
策
形
成
と
そ
の
実
施
を
通
じ
て

ど
の
よ
う
に
達
成
さ
れ
て
い
く
の
か
、
い
く
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
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(
1
)
久
野
秀
二
「
食
料
サ
ミ
ッ
ト
と
国
際
機
関
の
対
応
」
『
農
業
と
経
済
』
丸
巻
比
号
、

2
0
0
8
年、

5
i
m
ベ
1
ジ。

(
2
)
何
部
浩
己
・
今
井
直
・
藤
本
俊
明
『
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
国
際
人
権
法
(
第
3
版
)
』
日
本
評
論
社
、

2
0
0
9
年
、
比

べ
1
ジ。

(3)
山
本
吉
宣
『
国
際
レ
ジ
ー
ム
と
ガ
パ
ナ
ン
ス
い
有
斐
閣
、

2
0
0
8
年
、
第
1
章。

し
ん
へ
ぽ
ん

(
4
)
申
恵
宇
『
人
権
条
約
の
現
代
的
展
開
』
信
山
社
、

2
0
0
9
年
、
第
5
章
。
社
会
権
の
扱
い
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
1

9
5
7
年
の
朝
日
訴
訟
(
生
存
権
裁
判
)
が
思
い
出
さ
れ
る
が
、
労
働
基
準
法
が
適
用
さ
れ
る
労
働
基
本
権
は
ま
だ
し
も
、

生
存
権
や
健
康
権
等
の
社
会
権
は
今
日
で
も
法
的
権
利
(
司
法
判
断
で
救
済
さ
れ
る
権
利
)
で
は
な
く
行
政
府
・
立
法
府

に
よ
る
裁
量
の
問
題
に
媛
小
化
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。

(
5
)
申
恵
卒
、
向
上
書
、
第
2
章。

(
6
)
勝
間
靖
「
開
発
に
お
け
る
人
権
の
主
流
化
一
国
連
開
発
援
助
枠
組
の
形
成
を
中
心
と
し
て
」
『
広
島
大
学
平
和
研
究
セ

ン
タ
ー

(
I
P
S
H
U
)
研
究
報
告
シ
リ
ー
ズ
』
白
号
、

2
0
0
3
年。

(
7
)
世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ
や
国
際
通
貨
基
金

I
M
F
も
こ
こ
に
含
ま
れ
る
が
、
意
思
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
(
投
票
シ
ス
テ
ム
)

の
違
い
を
は
じ
め
、
ほ
か
の
国
連
機
関
と
は
性
格
が
大
き
く
異
な
る
。

(
8
)
∞
ー
〉
・
者

m
q・
4Fσ
問
。
目
。
。
同

p
o
d
Z
出
口
E
S
E
m
F
Z
出()色

g
E
H
)
H
d
E。
江
口
向
山
口
円
円

]μ

円
。
同
ゅ
の
け
吉
岡
匹
。
何
百
}
阿
片
付
。

可
。
。

ι
J
E
当
・
出
・
虫
色
。
何
百
円
山
口
・
山
内
円

R
V同
(
え

ω)
旬
。
。
門
出
向
出
民
同
ロ
E
h呂
町
凡
h
b
z
E
U
m
w
S
E
H
U
B
S門
町

hmwh民
自

民

LE∞
民
門
口
止
。
出
向

~
U
E
M
S
M
t
g
M
w
h凶
口
氏
仇
足
。
町
内
町
民
吋
。
豆
町
句
、
同
昇
。
円
ω
o
z
r
y
N
c
c
u・ロロ・
NCUINN∞・

(
9
)
立
松
美
也
子
「
国
連
人
権
理
事
会
の
成
立
」
「
山
形
大
学
紀
要
(
社
会
科
学
)
』
第
釘
巻
2
号、

0
4
ペ
ー
ジ
。

2
0
0
7
年、

87 

1 

第 5章

(
叩
)
こ
れ
ま
で
初
本
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
全
般
的
な
規
則
に
つ
い
て
述
べ
た

1
号
(
締
約
国
に
よ
る
報
告
)
、

3
号
(
締

約
国
の
義
務
の
性
格
)
、

9
号
(
社
会
権
規
約
の
園
内
適
用
)
の
ほ
か
、

4
・
7
号
「
住
居
に
対
す
る
権
利
」
、
日
・
日
号

「
教
育
に
対
す
る
権
利
」
、
ロ
号
「
適
切
な
食
料
に
対
す
る
権
利
」
、
日
号
「
健
康
に
対
す
る
権
利
」
、
日
号
「
水
に
対
す
る

権
利
」
、
四
号
「
労
働
に
対
す
る
権
利
」
、
四
号
「
社
会
保
障
に
対
す
る
権
利
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

(
日
)
自
由
権
規
約
に
つ
い
て
個
人
通
報
制
度
を
定
め
た
選
択
議
定
書
は
議
定
書
本
体
と
同
じ
1
9
6
6
年
に
採
択
さ
れ
、

1

9
7
6
年
に
発
効
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、
自
由
権
的
権
利
と
社
会
権
的
権
利
と
の
差
別
的
扱
い
が
表
れ
て
い
る
。

(ロ
)
2
0
0
0
年
9
月
に
「
食
料
へ
の
権
利
」
特
別
報
告
者
に
任
命
さ
れ
た
ジ
ヤ
ン
・
ジ
グ
レ
ー
ル
氏
の
任
務
は
、
①
「
食

料
へ
の
権
利
」
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
対
応
す
る
こ
と
、
②
「
食
料
へ
の
権
利
」
を
促
進
し
効
率
的
に
実
現
す
る
た
め

に
政
府
・
政
府
間
組
織
・
非
政
府
組
織
と
の
協
力
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
、
③
「
食
料
へ
の
権
利
」
に
関
す
る
新
た
な
課

題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
④
「
食
料
へ
の
権
利
」
に
か
か
わ
っ
て
水
を
め
ぐ
る
問
題
に
も
注
目
す
る
こ
と
、
⑤
1
9
9

6
年
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
吋
行
動
計
画
』
の
実
施
に
向
け
た
中
間
レ
ビ
ュ
ー
を
行
な
う
こ
と
、
⑥
ジ
ェ
ン
ダ
l
の
視
点
を

取
り
入
れ
そ
の
主
流
化
を
図
る
こ
と
、
と
さ
れ
た
(
何
¥
(
U
Z
-
R同
月
山

¥
N
C
C
C
¥
5、
HW¥(VZ・品¥月一切
ω¥NCCH¥N印
)

0

こ
れ
ら
の

任
務
に
従
っ
て
、
特
別
報
告
者
は
人
権
委
員
会

(
2
0
0
6
年
以
降
は
人
権
理
事
会
)
定
例
会
合
お
よ
び
国
連
総
会
に
提

出
す
る
報
告
書
を
通
じ
て
、
「
食
料
へ
の
権
利
」
に
関
す
る
国
別
・
テ
l
マ
別
の
諸
課
題
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
同
概
念

の
規
範
的
枠
組
み
を
強
化
す
る
作
業
に
努
め
て
き
た
。
氏
が
取
り
上
げ
た
テ
l
マ
に
は
、
国
際
貿
易

(
2
0
0
1
年
)
、
農

地
改
革

(
2
0
0
2
年
)
、
水
へ
の
権
利

(
2
0
0
3
年)、

W
T
O
交
渉
と
食
料
安
全
保
障

(
2
0
0
4
年
)
、
多
国
籍
企

業
の
責
任

(
2
0
0
4
年
)
、
先
住
民
の
権
利

(
2
0
0
5
年
)
、
国
際
機
関
の
責
任

(
2
0
0
5
年
)
、
子
ど
も
の
権
利

(
2
0
0
7
年
)
、
バ
イ
オ
燃
料

(
2
0
0
7
年
)
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
「
食
料
へ
の
権
利
」
の
司
法
判
断
適
性

(
2

0
0
2
年
)
や
域
外
適
用
可
能
性

(
2
0
0
5
年
)
と
い
っ
た
法
理
論
的
な
問
題
に
も
言
及
し
て
い
る
o

彼
は
任
命
当
時
、
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ジ
ュ
ネ
ー
ブ
大
学
の
社
会
学
教
授
だ
っ
た
。
弁
護
士
資
格
を
も
ち
、

1
9
9
9
年
ま
で
ス
イ
ス
連
邦
下
院
議
員
も
務
め
て

い
た
。
現
在
は
国
連
人
権
理
事
会
の
専
門
家
諮
問
委
員
会
副
議
長
を
務
め
て
い
る
。
特
別
報
告
者
の
活
動
成
果
を
レ
ビ
ュ

ー
し
た

2
0
0
7
年
9
月
の
人
権
理
事
会
決
議
(
〉
¥
出
向
の
¥
岱
¥
N
)

で
任
務
内
容
が
次
の
よ
う
に
再
整
理
さ
れ
た
。
①
「
食

料
へ
の
権
利
」
の
完
全
な
実
現
と
出
家
・
地
域
・
国
際
レ
ベ
ル
で
講
じ
る
べ
き
方
策
を
促
す
こ
と
、
②
「
食
料
へ
の
権
利
」

の
実
現
を
妨
げ
て
い
る
・
妨
げ
う
る
障
害
を
克
服
す
る
方
法
と
手
段
を
検
討
す
る
こ
と
、
③
女
性
や
児
童
へ
の
視
点
を
考

慮
し
、
そ
れ
を
主
流
化
し
て
い
く
こ
と
、
④
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
1

(極
度
の
貧
困
と
飢
餓
の
撲
滅
)
の
実
現
に
資
す

る
よ
う
な
提
案
を
行
な
う
こ
と
、
⑤
各
国
が
「
食
料
へ
の
権
利
」
の
完
全
な
実
現
を
漸
進
的
に
達
成
す
る
た
め
に
と
り
う

る
措
置
を
提
案
す
る
こ
と
、
⑥
こ
れ
ら
の
任
務
を
遂
行
す
る
う
え
で
、
す
べ
て
の
閏
家
、
国
家
間
組
織
、
非
政
府
組
織
、

社
会
権
規
約
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
組
織
と
連
携
す
る
こ
と
、
そ
し
て
⑦
「
食
料
へ
の
権
利
」
実
現
の
促
進
に
か

か
わ
る
国
際
会
議
等
に
積
極
的
に
参
加
し
て
国
際
社
会
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
。

2
0
0
8
年

5
月
に
着
任
し
た
デ
シ

ユ
ツ
タ

1
氏
の
活
動
は
こ
れ
に
従
っ
て
お
り
、
と
く
に
⑦
で
の
貢
献
が
顕
著
で
あ
る
。

(日
)
1
9
8
3
年
に
人
権
促
進
保
護
小
委
員
会
か
ら
調
査
研
究
活
動
を
委
任
さ
れ
た
ア
ズ
ピ
ョ

1
ン
・
ア
イ
デ
氏
(
〉

ωzss

巴
号
)
の

1
9
8
7
年
報
告
書
が
「
食
料
へ
の
権
利
」
論
の
ひ
な
形
と
さ
れ
て
い
る
。
〉
・
巴
門
F
4
Z
H
E℃。
2
8
2
。同

停
。
口
。
s
w
g仏
∞
。
巳
巳
何
百
F
Z
E
匹
。
〉
唱
え
開
S
S
E
-の
の
-Sω
ロ
N
m
t
。
口
二
口

4芦
田
・
回
円
円
。
自
門
同
口
・
同
片
山
岳
件
(
怠
ω)

。b-
n」
~FU℃・
ωgAFC-

(
M
)
者
-
∞
-
回
巳
mwm百
円
目
白
・
開
門
山
岳
け
・

4
F
O
E
m
E
Z
〉【目。
ρg-広
明
。
。
品
目
口
出
口
田
山
口
同
日
間
F
Z
F
2
2
B
S
Z一円、。宮』
Z
R
B
ω

自
己

Z
Z
G
B
E見。ロ
ω
J
8・3E戸
∞
宮
者
・
回
・
出
門
目
。
自
円
山
口
・
関
門
R
Z
(ゆ
門
戸
与
さ

-np

(
日
)
日
本
語
訳
と
し
て
「
十
分
な
食
料
」
が
一
般
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
原
文
は
「
包

2
5
g
p
o丘
で
あ
る
。
社
会
権

規
約
委
員
会
「
一
般
的
意
見
ロ
号
」
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
量
的
に
十
分
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
質
的

200 

に
も
十
分
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
食
料
調
達
手
段
へ
の
物
理
的
・
経
済
的
ア
ク
セ
ス
に
も
及
ぶ
概
念
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま

え
る
と
、
日
本
語
の
語
感
と
し
て
「
程
度
問
題
」
に
嬢
小
化
さ
れ
か
ね
な
い
「
十
分
な
」
と
い
う
訳
は
あ
ま
り
ふ
さ
わ
し

く
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
が
、
「
適
切
な
」
と
い
う
訳
も
、
ほ
か
の
文
脈
で
使
わ
れ
る

F
8
5買
U
Z」
と
区
別
で
き
な
い

た
め
、
本
章
で
は
便
宜
的
に
「
十
分
な
」
と
い
う
訳
を
採
用
し
た
。

(
日
)
〉
・

0
ω
F
m
W
5
F
d。
〈
氏
。
ロ
E
m
〈。
E
ロ片山門可ーの己(同
m
L
E
g
沙門

H510Bmw口
氏
ロ
間
同
日
同
σ
何
日
間
宮

g
〉品。一
ρロ∞件。司。。門同一

〉
ロ
何
件
。
自
可
。
片
山
口

F
Z吋問。〈
2
日出。ロ片山山

M402ωω
一
宮
司
・
出
・
巴
門
r
m
g門
日
ロ
・
同
片
山
岳
同
(
怠
ω)
。
b-RFH}一U-NgtN∞
N・

(
げ
)
∞
-
m
Dロ
D
o
n
-
吋日
HO--凶
H・8
片付
F
S
C向
日
同
一
司
。
ご
宮
何
百
宮
件
。
明
。
。
巳
一
寸
宮
冨
g
巳
口
問
。
向
。
g
2
m
L
(
U
O
B
B
S片
Z
0・尽

m百円同

po
ぐ。
-
E
H
E
3
1
C
E門目。ロロ
2
]…。円仲町σ同ロ件。吋
H)H・m山
片
山
片
目
。
口
。
同
己
話
回
cgmwロ
何
百
『
片
付
。
明
。
。
門
戸
〉
hh-u
円
、
町
民
峠
吋
g
H
4
5
0片。』
1

qHM凡
官
民
見
向

D.05hω
当

H
Y
N
C
C
F
U
U・ω白
ー
白
ω・
ま
た
、
「
自
主
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
限
ら
ず
、
国
際
社
会
の
法
規
範
的

な
信
念
の
表
明
と
し
て
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
数
々
の
国
連
総
会
決
議
等
は
、
個
別
的
で
あ
れ
国
家
の
継
続
的
慣
行
に
よ

っ
て
補
強
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「
食
料
へ
の
権
利
」
を
慣
習
国
際
法
と
し
て
成
立
さ
せ
る
根
拠
と
な
り
う
る
と
の
意
見
も
あ
る
。

松
摸
潤
『
人
間
の
安
全
保
障
と
国
際
機
構
」
国
際
書
院
、

2
0
0
8
年
、
第
4
章。

(
時
)
申
恵
宇
、
前
掲
書
、
第
5
章。

(
m
m
)

セ
ン
は
飢
鐘
の
分
析
を
通
じ
て
、
飢
僅
は
食
料
不
足
で
は
な
く
貧
困
と
不
平
等
か
ら
生
じ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
し
て
、
貧
困
は
低
所
得
に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
、
資
源
や
機
会
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
い
し
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
(
社

会
成
員
と
し
て
原
初
的
に
所
有
す
る
権
利
に
よ
っ
て
獲
得
し
う
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
組
合
わ
せ
)
が
剥
奪
さ
れ
、
個
人
の

能
力
な
い
し
潜
在
的
能
力
(
ケ
イ
パ
ピ
リ
テ
イ
)
を
発
揮
し
え
な
い
状
態
と
し
て
と
ら
え
た
。
こ
の
考
え
方
か
ら
、
開
発

の
目
的
は
す
べ
て
の
人
々
が
自
ら
の
能
力
を
高
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
能
力
を
発
揮
で
き
る
機
会
を
拡
大
す
る
こ
と
で

あ
る
と
す
る
、
国
連
開
発
計
画
U
N
D
P
等
の
「
人
間
開
発
」
論
が
発
展
し
て
き
た
。
西
川
潤
「
人
間
の
た
め
の
経
済
学

20I 
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ー
ー
ー
開
発
と
貧
困
を
考
え
る
』
岩
波
書
底
、

2
0
0
0
年
、
第
ロ
章
。

(
初
)
内
冨
2
F
H
O
B
-
-明
。
。
(
日
∞
ゅ
の
ロ
吋
昨
可
山
口
円
円
匹
σ
同
仲
間
『
片
付
。
明
。
。
仏
吉
匹
。
己
目
ω
g
c門
ωσ

。同

F
o
d巳
宮
門
同
宮
町
注
目
。
ロ
ωJ

同口、。
hvm巡回

hぬ
唱
で

'
E
R
g
h
〈
。
戸
0・
Z
0・印一℃℃・
8
H
1
2∞・

NCC舟
当
・
回
・
百
円

r--司
5
5
司。。門日

ωめの己同日
q
S
F
σ
何
日
間
宮

g

m，gq-
℃日)・ミ
I
S
E
当
・
出
・
巴
品
。

mwロ
(
目
白
・
同
E
n
F
件
(
包
ω)
。U
-
R作

(
幻
)
国
連
事
務
総
長
を
座
長
に
2
0
0
8
年
4
月
に
発
足
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
食
料
危
機
ハ
イ
レ
ベ
ル
作
業
部
会
が
提
示
し
、

2
0
0
9
年
日
月
の
「
進
捗
状
況
報
告
書
」
で
改
定
(
強
化
)
が
提
起
さ
れ
た
「
包
括
的
行
動
枠
組
み

(
C
F
A
)
」
に
対

し
て
、
デ
シ
ユ
ツ
タ
l
氏
は
2
0
1
0
年
4
月
、
「
食
料
へ
の
権
利
」
の
枠
組
み
と
原
則
を
組
み
込
む
た
め
の
「
5
つ
の
提

案
」
を
行
な
っ
て
い
る
。

0
・口。

ω
S
E
Z吋
-
E認
可
さ
旬
。
g
ぽ
甘
円
山
の
g
巳
5
F
g
m
g
t
oロ
a
H
Z
E
m
F片
言
明
。
。
巳
百

件『
σ
向
。
己
紹
(
問
。
。
BH)H・mwHHmwロ
ω言
。
司
E
B
σ
君
。
件
。
同
〉
(
リ
位
。
P
〉同)同口

H0・
NOHO-

(
辺
)
こ
の
報
告
を
受
け
た
国
連
総
会
決
議
(
〉
¥
同
一
沼
山
¥
8
¥同
∞
吋
)
は
2
0
0
8
年
ロ
月
に
採
択
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
「
知

的
所
有
権
の
貿
易
関
連
の
側
面
に
関
す
る
協
定

(
T
R
I
P
S
協
定
)
」
を
め
ぐ
る
問
題
が
初
め
て
言
及
さ
れ
た
。

(
お
)
デ
シ
ユ
ツ
タ

1
氏
は
ベ
ル
ギ
ー
・
ル

l
ヴ
ア
ン
大
学
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
学
院
大
学
で
国
際
人
権
法
の
教
授
を
務
め
て
い

る
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
で
も
教
授
職
を
兼
務
し
て
い
た

2
0
0
6
年
に
「
多
国
籍
企
業
と
人
権
』
と
題
す
る
編
著
書

(
0
・口。

ω♀
E
Zユ
包
)

w

汁

5
5
5民
S
丘
町
o
q。
旨
号
虫
色
口
氏
同
己
目
白
河
骨
b
p
出
向
け

T
5
-
2
F
E
m
-
N
0
8
)
を
刊
行
し

て
い
る
。

(M)
河
mwusz
え

Fσ
同仲間
F
h
o
E
E町
民
。
ロ
2
沙
門
回
日
出
g
E
m
F
F
H，Fm凶
HBUmHの
け
え
任
。
バ
，
HNH司
∞
〉
mgσ
目
。
ロ
付
。
ロ
匹
。

何
回
す
ヨ
ロ
σ
E
丘
町
品
目
阿
佐
白
山
口
何
日
間
F
Z
(開
¥(UZ・仏¥∞ロ
σ・N¥NCCH¥民)一

(UZ寸
阿
佐
自
民
。
ロ
山
口
円
三
宮

~gH)何
百
付
。
ロ
忌
⑦
同
己
目
。
旦
。
M1E

E
ゆ
え
え

F
Z
B自
己
間
宮
ω
(何¥(リ
Z-AF¥NOON¥忠)一

F
5
2
m
L
F
S止
。
ロ
。
同
守
山
品
。
吉

ω
q
i
s
ω

包
品
目
H
C
E
S
江間
F
Z

(開

¥(UZ-K肝¥∞己
)-N¥NCCN¥mw)一出口阿出川凶ロユ悶
F
F
可
印
門
目
。
山
口
品
目
ロ
〈
g
片岡
H
5
5
(何
¥(UZ-AF¥印ロ
σ・N¥NCCω¥也)・
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第 5章

(
お
)
。
出
。
同
一
戸
国
g
gロ
担
問
宮
ω
自
色
叶
E
門日
0・
ω
5℃。
1
S
F
O
日

F
d司叶
C
ζ
E
E
R
E
h
o民
2
8
2・
n
g
g
p

冨
良
甘
0・
5
E
E
∞8
Z
E
σ
2
N
o
g
-

(
お
)
。
出
(
リ
出
戸
国
C
E
M
B
E
m
F
Z
ω
ロ
門
目
当
2
5
、p
m門
目
。
〉
四
日
σ目
。
丘
一
白
色
口
問
問
σロ
2
巳

mwMR8位
。
ロ
巳
m
w
g
g
g
℃
g
z
z

FEHHmwロ
江
m
v
g・
国
同
¥
司
口
出
¥C印¥伊

NCC印・

(
幻
)
〉
・
冨
の
切
Z
F・L
「凶作。
s
h凶止。国民同町内
8
0
5片
』

2
0
5
自
民
同
E
E
H
M
同
釘
廿
官
、
問
。
戸
己
包
mmyNOHO-hHHM6Z吋仏・

(お
)

0
・
口
。
∞
の
F
C件。
F
叶
m
Eロ肉付
F
O
M何
百
『
片
言
司
。
。
ι
ω
2目。戸閉山守一〉ロ
mwHU1m山ぽ

σM1
∞旬。己
mLHNmwH)旬。ュ
σロ
円
。
ロ
昨
日
百
円
山
間
目
見
件
。

向
。
。
門
目
。
ロ
忌
σ
自
問
FzFmw〈
巳
冨
2tHH問
。
ロ
司
。
。
(
日

ω。
。
戸
江
守
同
。
吋
〉
戸
ぽ
き
ゅ
【
円
。
ロ

ωMMω
ロロ
ω31NOS-

(却
)

0
・
umw
印の
F
E
Z
F
ω
S
Z
B
0
5
σ
可
∞
U
2
E
-
一間
mwH)一。。ュ
σ5.
。
ロ
任
。
ユ
向
日
早
宮
内
。
。
巳
巳

H
F
σ
E
Z
E丘一〈
mw
叶町。
Bh凶片付

ロ
E
E関口
mwO同
佐
。

d-Z-
。。ロ
2mw-
〉
ωωσBEM10ロ
F
0
2
0
σ
巳
明
。
。
己
わ
片
山
色
ωω
ロ
〈
山
手
。
何
百
目
見

g
司。。門
yzmwd司ペ。円}内・

0

〉
℃
ユ
-NCCφ
・

(
却
)
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
が
、

2
0
0
2
年
の
ア
フ
リ
カ
南
部
飢
鐘
に
捺
し
て
ア
メ
リ
カ
政
府
と
欧
州
諸
国
と
の
間
で

露
呈
し
た
、
食
料
援
助
に
対
す
る
考
え
方
の
違
い
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
久
野
秀
二
「
世
界
の
食
料
問
題
と
遺
伝
子
組
換

え
作
物
」
大
塚
茂
・
松
原
豊
彦
編
著
『
現
代
の
食
と
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
』
有
斐
閣
、

2
0
0
4
年
、
第
印
章
。

2
0
0
3
年
に
勃
発
し
た
米
欧
聞
の
論
戦
は
、
遺
伝
子
組
換
え
作
物
・
食
品

(
G
M
O
)
の
受
容
に
消
極
的
な
ア
フ
リ

カ
諸
国
と
そ
の
背
景
に
あ
る
欧
州
G
M
O
規
制
を
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
食
料
援
助
と
絡
め
て
批
判
し
た
こ
と
に
端
を
発
す

る
。
そ
れ
は
、
欧
州
の

G
M
O
規
制
を
め
ぐ
っ
て
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が

W
T
O
紛
争
解
決
機
関
に
提

訴
し
て
始
ま
っ
た

G
M
O
紛
争
と
も
軌
を
一
に
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
食
料
援
助
の
受
入
れ
を
拒
否
し
た
ア
フ
リ
カ
諸
国

の
主
権
的
判
断
を
支
持
し
、
食
料
援
助
規
約
に
従
っ
て
食
料
の
域
内
調
達
へ
の
資
金
援
助
を
行
な
う
と
と
も
に
、
自
由
の

余
剰
穀
物

(
G
M
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
)
の
流
用
に
こ
だ
わ
る
ア
メ
リ
カ
の
食
料
援
助
政
策
を
批
判
し
た
欧
州
諸
国
の
側
に
道
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